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大阪大学学部学則 

 
第１章  総   則 

 

（趣旨） 

第１条 この学則は、大阪大学（以下「本学」という。）の学部の修業年限、教育課程その他の学

生の修学上必要な事項について、定めるものとする。 

（教育研究上の目的の公表等） 

第１条の２ 本学は、学部又は学科ごとに、人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的を

定め、公表するものとする。 

（学部及び学科） 

第２条 本学に、次の学部及び学科を置く。 

 理 学 部 数学科、物理学科、化学科、生物科学科 （他学部 略） 

（収容定員） 

第３条 前条に定める学部及び学科の収容定員は、別表１のとおりとする。 

（学年） 

第４条 学年は、４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。 

（学期） 

第５条 学年を分けて、次の２学期とする。 

 第１学期 ４月１日から９月３０日まで 

 第２学期 １０月１日から翌年３月３１日まで 

（休業日） 

第６条 休業日は、次のとおりとする。 

 日曜日及び土曜日 

 国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）に規定する休日 

 大阪大学記念日 ５月１日 

 春季休業 ４月１日から４月１０日まで 

 夏季休業 ８月５日から９月３０日まで 

 冬季休業 １２月２５日から翌年１月７日まで 

２ 春季休業、夏季休業及び冬季休業については、学部の事情により学部長が総長の承認を得て、

その都度変更することができる。 

３ 臨時の休業日については、総長がその都度定める。 

第７条 削 除 

 

第２章  学   生 
 

（修業年限） 

第８条 修業年限は、４年とする。ただし、医学部医学科、歯学部及び薬学部薬学科については、

６年とする。 

２ 第10条の５の規定に基づき、長期にわたる教育課程の履修を認められた者（以下「長期履修学

－ 102 －



－103－ 

生」という。）は、当該許可された年限を修業年限とする。 

（在学年限） 

第９条 在学年限（長期履修学生の在学年限にあっても同様とする。）は、８年とする。ただし、

医学部医学科、歯学部及び薬学部薬学科については、12年とする。 

２ 前項の規定にかかわらず、第14条から第15条までの規定により、入学を許可された者の在学年

限については、学部規程で別に定める。 

３ 学生が前２項に規定する在学年限に達したときは、当該学生はその身分を失う。 

（教育課程及びその履修方法等） 

第10条 教育課程は、本学、学部及び学科の教育上の目的を達成するために必要な授業科目を開設

し、体系的に編成するものとする。 

２ 教育課程の編成に当たっては、次のセメスターに区分する。 

第１セメスター １年次第１学期 

第２セメスター １年次第２学期 

第３セメスター ２年次第１学期 

第４セメスター ２年次第２学期 

第５セメスター ３年次第１学期 

第６セメスター ３年次第２学期 

第７セメスター ４年次第１学期 

第８セメスター ４年次第２学期 

３ 医学部医学科、歯学部及び薬学部薬学科にあっては、前項のセメスターに次のセメスターを加

え、区分する。 

第９セメスター ５年次第１学期 

第10セメスター ５年次第２学期 

第11セメスター ６年次第１学期 

第12セメスター ６年次第２学期 

４ 授業科目の区分は、次のとおりとする。 

 共通教育系科目 

教養教育科目、言語・情報教育科目、基礎セミナー、健康・スポーツ教育科目 

専門教育系科目 

専門基礎教育科目、専門教育科目、関連専門教育科目 

教職教育科目 

国際交流科目 

コミュニケーションデザイン科目 

グローバルコラボレーション科目 

５ 共通教育系科目及び専門教育系科目の専門基礎教育科目は、全学共通教育科目として全学が協

力して開設し、専門教育系科目（専門基礎教育科目は除く。）は、学部が開設する。 

６ 第４項に定める各授業科目及びその履修方法については、学部規程又は全学共通教育規程で別

に定める。 

７ 前項の規定にかかわらず、教職教育科目、国際交流科目、コミュニケーションデザイン科目及

びグローバルコラボレーション科目の開設並びに履修方法等については、別に定める。 

（大学院等高度副プログラム等） 
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第10条の２ 前条の教育課程のほか、幅広い分野の素養等を培う教育を行うため、次のプログラム

を開設する。 

  大学院等高度副プログラム 

  知のジムナスティックス（高度教養プログラム） 

２ 前項の各プログラムに関し必要な事項は、別に定める。 

（授業の方法） 

第10条の２の２ 授業は、講義、演習、実験、実習若しくは実技のいずれかにより又はこれらの併

用により行うものとする。 

２ 前項の授業は、文部科学大臣が別に定めるところにより、多様なメディアを高度に利用して、

当該授業を行う教室等以外の場所で履修させることができる。 

（単位の計算方法） 

第10条の２の３ 各授業科目の単位数を定めるに当たっては、１単位の授業科目を45時間の学修を

必要とする内容をもって構成することを標準とし、授業の方法に応じ、当該授業による教育効果、

授業時間外に必要な学修等を考慮して、次の基準により単位数を計算するものとする。 

⑴ 講義及び演習については、15時間から30時間までの範囲で学部規程又は全学共通教育規程で定

める時間の授業をもって１単位とする。 

⑵ 実験、実習及び実技については、30時間から45時間までの範囲で学部規程又は全学共通教育規

程で定める時間の授業をもって１単位とする。 

⑶ １の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち２以上の方法の併用により行

う場合については、その組み合わせに応じ、前２号に規定する基準を考慮して学部規程又は全学

共通教育規程で定める時間の授業をもって１単位とする。 

２ 前項の規定にかかわらず、卒業論文、卒業研究等の授業科目については、これらの学修の成果

を評価して単位を授与することが適切と認められる場合には、これらに必要な学修を考慮して、

単位数を定めることができる。 

（他の大学等における授業科目の履修） 

第10条の３ 学部長（学部長から委任を受けた者を含む。以下同じ。）が教授会の議を経て教育上

有益と認めるときは、他の大学若しくは短期大学又は外国の大学若しくは短期大学との協議に基

づき、学生に当該大学の授業科目を履修させることができる。ただし、やむを得ない事情により、

外国の大学又は短期大学との協議を行うことが困難な場合は、これを欠くことができる。 

２ 前項の規定により、学生が他の大学若しくは短期大学又は外国の大学若しくは短期大学におい

て修得した単位は、60単位を限度として、卒業に要する単位に算入することができる。 

（大学以外の教育施設等における学修） 

第10条の３の２ 学部長が教授会の議を経て教育上有益と認めるときは、学生が行う短期大学又は

高等専門学校の専攻科における学修その他文部科学大臣が定める学修を、本学における授業科目

の履修とみなし、学部の定めるところにより単位を与えることができる。 

２ 前項の規定により与えることのできる単位は、前条第２項により修得した単位と合わせて60単

位を限度とする。 

（入学前の既修得単位の認定） 

第10条の４ 学部長が教授会の議を経て教育上有益と認めるときは、本学に入学した者が本学入学

前に大学若しくは短期大学又は外国の大学若しくは短期大学において修得した授業科目の単位

（大学設置基準（昭和31年文部省令第28号）第31条に規定する科目等履修生として修得した単位
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を含む。）を、本学において修得したものとして認定することができる。 

２ 学部長が教授会の議を経て教育上有益と認めるときは、本学に入学した者が本学入学前に行っ

た前条第１項に規定する学修を、本学における授業科目の履修とみなし、学部の定めるところに

より単位を与えることができる。 

３ 前２項の規定により修得したものとして認定し、又は与えることのできる単位数は、第14条か

ら第15条までの規定により入学又は転学を許可された場合を除き、本学において修得した単位以

外のものについては、第10条の３第２項及び前条第２項の規定により修得した単位と合わせて60

単位を限度とする。 

（長期にわたる教育課程の履修） 

第10条の５ 学部長は、別に定めるところにより、学生が、職業を有している等の事情により、第

８条第１項に規定する修業年限を超えて一定の期間にわたり計画的に教育課程を履修し、卒業す

ることを希望する旨を申し出たときは、その計画的な履修を認めることができる。 

（教育職員の免許状授与の所要資格の取得） 

第10条の６ 本学における教育職員の免許状授与の所要資格の取得方法は、別に定める。 

（試験及び評価） 

第10条の７ 履修した各授業科目の合否は、当該授業担当教員が実施する筆記試験によって決定す

る。ただし、試験に代わる方法によることもできる。 

２ 各授業科目の試験の成績は、100点を満点として次の評価をもって表し、Ｓ、Ａ、Ｂ及びＣを合

格、Ｆを不合格とする。 

  Ｓ （90点以上） 

  Ａ （80点以上90点未満） 

  Ｂ （70点以上80点未満） 

  Ｃ （60点以上70点未満） 

  Ｆ （60点未満） 

（成績評価基準等の明示等） 

第10条の８ 本学においては、学生に対して、授業の方法及び内容並びに１年間の授業の計画をあ

らかじめ明示するものとする。 

２ 本学においては、学修の成果に係る評価及び卒業の認定に当たっては、客観性及び厳格性を確

保するため、学生に対してその基準をあらかじめ明示するとともに、当該基準に従って適切に行

うものとする。 

（教育内容等の改善のための組織的な研修等） 

第10条の９ 本学においては、授業の内容及び方法の改善を図るための組織的な研修及び研究を実

施するものとする。 

（入学） 

第11条 入学の時期は、学年の始めとする。 

ただし、特別の必要があり、かつ、教育上支障がないと学部長が認めたときは、第２学期の始め

に入学させることができる。 

２ 前項の規定にかかわらず、医学部医学科の第２年次の入学については、この限りでない。 

第12条 入学することのできる者は、次の各号のいずれかに該当する者とする。 

⑴ 高等学校又は中等教育学校を卒業した者 

⑵ 通常の課程により、12年の学校教育を修了した者又は通常の課程以外の課程によりこれに相当す
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る学校を修了した者 

⑶ 外国において、学校教育における12年の課程を修了した者又はこれに準ずる者で文部科学大

臣の指定したもの 

⑷ 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の当

該課程を修了した者 

⑸ 専修学校の高等課程（修業年限が３年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満

たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了し

た者 

⑹ 文部科学大臣の指定した者 

⑺ 高等学校卒業程度認定試験規則（平成17年文部科学省令第１号）による高等学校卒業程度認

定試験に合格した者（同規則附則第２条の規定による廃止前の大学入学資格検定規程（昭和26

年文部省令第13号）による大学入学資格検定に合格した者を含む。） 

⑻ 本学において、個別の入学資格審査により、高等学校を卒業した者と同等以上の学力がある

と認められた者で、18歳に達したもの 

第13条 入学を志願する者に対して選抜試験を行い、総長は、教授会の議を経て、入学を許可すべ

き者を決定する。 

２ 選抜試験については、別に定める。 

第14条 次の各号のいずれかに該当する者については、総長は、学部規程の定めるところにより、

教授会の議を経て、入学を許可することがある。 

⑴ 一の学部を卒業し、更に他の学部又は同一学部の他の学科（文学部、人間科学部及び外国語学部

の場合にあっては、同一学科の他の専攻分野）に入学を志願する者 

⑵ 学部を退学した後、更にその学部に入学を志願する者 

⑶ 他の大学の学部を卒業し、更に本学の学部に入学を志願する者 

２ 高等専門学校を卒業した者で、工学部又は基礎工学部に編入学を志願するものについては、総

長は、当該学部規程の定めるところにより、教授会の議を経て、編入学を許可することがある。 

第14条の２ 次の各号のいずれかに該当する者で、法学部第３年次に入学を志願するものについて

は、総長は、法学部規程の定めるところにより、教授会の議を経て、入学を許可することがある。 

⑴ 大学を卒業した者又は学校教育法第104条第４項の規定により学士の学位を授与された者 

⑵ 大学において２年以上在学し、法学部が別に定める所定の単位を修得した者 

⑶ 外国において学校教育における14年以上の課程（日本における通常の課程による学校教育の期間

を含む。）を修了した者（外国において最終の学年を含め２年以上継続して学校教育を受けていた

者に限る。） 

⑷ 短期大学又は高等専門学校を卒業した者 

第14条の３ 次の各号のいずれかに該当する者で、人間科学部又は経済学部の第３年次に入学を志

願するものについては、総長は、当該学部規程の定めるところにより、教授会の議を経て、入学

を許可することがある。 

⑴ 大学を卒業した者又は学校教育法第104条第４項の規定により学士の学位を授与された者 

⑵ 大学において２年以上在学し、当該学部が別に定める所定の単位を修得した者 

⑶ 短期大学又は高等専門学校を卒業した者 

⑷ 外国において、前３号に相当する学校教育における課程を修了した者 

第14条の４ 外国語学部の第３年次、医学部の第２年次若しくは第３年次又は歯学部の第３年次に
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入学を志願する者については、総長は、当該学部規程の定めるところにより、教授会の議を経て、

入学を許可することがある。 

第15条 他の大学の学部の学生で本学に転学を志願する者については、総長は、学部規程の定める

ところにより、教授会の議を経て、転学を許可することがある。 

２ 前項の規定により、転学を願い出た者は、その際現に在学する大学の長の許可書を願書に添え

なければならない。 

第16条 第14条から前条までの規定により、入学を許可された者であって、既に１学年以上本学の

授業科目を学修したものと同等以上の学力があると認定されたものの修業年数の計算については、

既に１学年以上本学において修業したものとみなすことができる。 

２ 前項の認定に当たり必要があるときは、学部規程の定めるところにより、試験を行う。 

第17条 入学を志願する者は、所定の期日までに、入学願書に別に定める書類を添えて、提出しな

ければならない。 

第18条 入学の許可は、別に定める書類の提出、入学科の納付等所定の手続を経た者に対して行う。 

第19条 前２条に定める手続その他に虚偽又は不正があった場合は、入学の許可を取り消すことが

ある。 

第19条の２ 次の各号のいずれかに該当する者が、その者に係る納付すべき入学料を所定の期日ま

でに納付しないときは、当該学生はその身分を失う。 

⑴ 第45条の２第１項の規定により入学料の免除を願い出た者で、免除が不許可となったもの又

は一部の免除が許可となったもの 

⑵ 第45条の３第１項の規定による入学料の徴収猶予の可否を決定された者 

（転部等） 

第19条の３ 転部又は学科の変更を志願する学生については、志願先の学部長が、学部規程の定め

るところにより、転部又は学科の変更を許可することがある。 

２ 前項の規定により、転部を願い出た者は、その際現に在学する学部の長の許可書を願書に添え

なければならない。 

３ 第１項の場合において、既に修得した授業科目の単位及び在学期間の認定は、教授会の議を経

て学部長が行う。 

（転学） 

第20条 他の大学に転学を志願する学生は、学部長に願い出て、その許可を受けなければならない。 

（留学） 

第20条の２ 第10条の３第１項の規定に基づき、外国の大学又は短期大学に留学を志願する学生は、

学部長に願い出て、その許可を受けなければならない。 

２ 前項により留学した期間は、第８条に規定する修業年限に算入するものとする。 

（休学） 

第21条 学生が、疾病その他やむを得ない事由により３月以上修学できない場合は、学部長の許可

を得て、その学年の終わりまで、休学することができる。 

第22条 疾病のため、修学が不適当と認められる学生に対しては、学部長は、休学を命ずることが

できる。 

第23条 休学した期間は、在学年数には算入しない。 

第24条 休学期間は、４年を超えることができない。ただし、医学部医学科、歯学部及び薬学部薬

学科については、その休学期間は、６年を超えることができないものとする。 
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第25条 休学期間中に、その事由が消滅したときは、学部長の許可を得て、復学することができる。 

（退学） 

第26条 学生が退学しようとするときは、事由を詳記した退学願書を、学部長に提出し、その許可

を受けなければならない。 

第27条 削 除 

（卒業） 

第28条 第８条に規定する期間在学し、所定の授業科目を履修してその単位数を修得し、かつ、学

部規程に定める試験に合格した者に対し、学部長は、教授会の議を経て、卒業を認定する。 

２ 前項の規定にかかわらず、医学部、歯学部及び薬学部薬学科を除き本学に３年以上在学した者

で、卒業の要件として当該学部の定める単位を優秀な成績で修得したと認めるものに対し、学部

長は、当該学部規程の定めるところにより、教授会の議を経て、卒業を認定することができる。 

３ 学部長は、前２項により卒業を認定したときは、文書で総長に報告しなければならない。 

（学士の学位） 

第29条 総長は、前条により卒業の認定を受けた者に対し、卒業を決定し、W学位を授与する。 

２ 前項の学位には、学部又は学科の区分に従い、次のとおり専攻分野の名称を付記するものとす

る。 

 理学部  理学 （他学部略） 

３ 本学において学士の学位を授与された者が、その学位の名称を用いるときは、大阪大学と付記

するものとする。 

４ 学士の学位記の様式は、別表２のとおりとする。 

（除籍） 

第30条 削除 

第31条 学生が故なく授業を受けないことが長きにわたるとき、又は成業の見込みがないときは、

教授会の議を経て、総長は、除籍することができる。 

第32条 学生が授業料の納付を怠り、督促を受けてなお納付しないときは、学部長は、除籍するこ

とができる。 

（復籍） 

第32条の２ 前条の規定により除籍となった者から復籍の願い出があったときは、学部長は、復籍

を認めることができる。 

（懲戒） 

第33条 学生に、本学の規則に違反し又はその本分に反する行為があるときは、教授会の議を経て、

総長が懲戒する。 

２ 懲戒は、戒告、停学及び放学とする。 

３ 停学の期間は、第９条に規定する在学年限に算入し、第８条に規定する修業年限に算入しない。

ただし、停学の期間が１月未満の場合には、修業年限に算入することができる。 

４ 懲戒に関する手続は、別に定める。 

 

第３章  特別聴講学生、科目等履修生、聴講生及び研究生 

 

（特別聴講学生、科目等履修生、聴講生及び研究生） 

第34条 他の大学、短期大学若しくは高等専門学校又は外国の大学若しくは短期大学との協議に基
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づき、学部長は、当該大学等に在学中の者を特別聴講学生として入学を許可し、授業科目を履修

させることができる。 

第34条の２ 授業科目中１科目又は複数科目を選んで履修し、単位を修得しようとする者があると

きは、学部長は、選考の上、科目等履修生として入学を許可することがある。 

第35条 授業科目中１科目又は複数科目を選んで聴講しようとする者があるときは、学部長は、選

考の上、聴講生として入学を許可することがある。 

第36条 学部において特定事項について攻究しようとする者があるときは、学部長は、選考の上、

研究生として入学を許可することがある。 

２ 研究生の入学の時期は、学年の始めとする。ただし、特別の事情があるときはこの限りでない。 

３ 在学期間は原則として１年とする。ただし、研究上必要と認めたときは在学期間を延長するこ

とができる。 

第37条 特別聴講学生、科目等履修生、聴講生又は研究生として入学を志願する者は、願書に別に

定める書類を添えて、学部長に提出しなければならない。 

第38条 実習及び攻究に要する特別の費用は、科目等履修生及び研究生の負担とする。 

第38条の２ 特別聴講学生、科目等履修生、聴講生及び研究生が次の各号のいずれかに該当すると

きは、学部長は、除籍することができる。 

 ⑴ 成業の見込みがないと認められるとき。 

⑵ 授業料の納付を怠り、督促を受けてなお納付しないとき。 

第39条 特別聴講学生、科目等履修生、聴講生及び研究生については、この学則に定めるもののほ

か、学部規程で定める。 

 

第４章  外国人留学生 

 
（外国人留学生） 

第40条 外国人で留学のため本学に学生、特別聴講学生、科目等履修生、聴講生又は研究生として

入学を志願する者があるときは、選考の上、総長又は学部長は入学を許可することがある。 

２ 前項の許可を受け入学する者を外国人留学生という。 

第41条 削除 

第42条 削除 

第43条 削除 

 

第５章  検定料、入学料及び授業料 
 

（検定料の納付） 

第44条 入学を志願する者は、願書提出と同時に、検定料を納付しなければならない。 

（検定料の免除） 

第44条の２ 総長が相当の事由があると認めて別に定めた場合は、検定料を免除することができる。 

（入学料の納付） 

第45条 入学に当たっては、所定の期日までに、入学料を納付しなければならない。 

（入学料の免除等） 
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第45条の２ 入学する者（科目等履修生、聴講生又は研究生として入学する者を除く。以下この項

及び次条において同じ。）であって、次の各号のいずれかに該当する特別な事情により入学料の

納付が著しく困難であると認められるものには、別に定めるところにより、入学料の全部又は一

部を免除することができる。 

⑴ 入学前１年以内において、入学する者の学資を主として負担している者（以下この号におい

て「学資負担者」という。）が死亡した場合、又は入学する者若しくは学資負担者が風水害等

の災害を受けた場合 

⑵ 前号に準ずる場合であって、総長が相当と認める事由がある場合 

２ 第19条の２の規定により学生の身分を失った場合は、別に定めるところにより、当該学生に係る入

学料を免除することができる。 

３ 本学学部に合格し、一方の学部に対する入学（編入学、転入学及び聴講生、研究生としての入

学を除く。）手続を行った後に、その入学を辞退し、他方の学部に対する入学手続を行う者につ

いては、入学料を免除することができる。 

４ 前３項に定めるもののほか、総長が相当の事由があると認めて別に定めた場合は、入学料を免

除することができる。 

第45条の３ 入学する者が次の各号のいずれかに該当する場合には、別に定めるところにより、入

学料の徴収を猶予することができる。 

⑴ 経済的理由によって納付期限までに入学料の納付が困難であると認められる場合 

⑵ 前条第１項第１号に掲げる場合で、納付期限までに入学料の納付が困難であると認められる

場合 

⑶ その他やむを得ない事情があると総長が認めた場合 

２ 前項の徴収猶予の期間は、当該入学に係る年度を超えないものとする。 

第45条の４ 第45条の２第１項又は前条第１項の規定により、入学料の免除又は徴収猶予を受けよ

うとする者は、所定の期日までに必要書類を添えて、総長に願い出るものとする。 

２ 前項の規定により入学料の免除又は徴収猶予を願い出た者に係る入学科の納付については、免

除又は徴収猶予の可否が決定するまでの間、猶予するものとする。 

（授業料の納付） 

第46条 学生は、授業料を毎年前期（４月から９月まで）及び後期（10月から翌年３月まで）の２

期に分けて、所定の期日までに、年額の２分の１ずつ納付しなければならない。ただし、特別の

事情がある場合は、月割分納を許可することができる。 

２ 第１項本文の規定にかかわらず、学生は、前期に係る授業料を納付するときに、当該年度の後

期に係る授業料を併せて納付することができる。 

３ 特別聴講学生、科目等履修生、聴講生及び研究生は、各学期に受講する単位数分又は月数分の

授業料を第１項（ただし書を除く。）に準じて納付しなければならない。 

４ 第１項ただし書の月割分納を許可された者は、授業料年額の12分の１に相当する額を毎月納付

しなければならない。ただし、夏季及び冬季休業中の授業料については、その開始前に納付させ

るものとする。 

第47条 学生が退学し、除籍又は放学された場合の授業料については、別に定める場合を除くほか、

その納期に属する分は徴収する。 

２ 停学中の学生の授業料については、その期間中も徴収する。 

（授業料の免除等） 
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第48条 学生が休学した場合の授業料は、休学月の翌月（休学する日が月の初日からのときは、そ

の月）から復学当月の前月まで月割をもって免除する。ただし、休学する日が前期にあっては５

月以後、後期にあっては11月以後であって、授業料の徴収猶予又は月額分納を許可されていない

者で、かつ、前期にあっては４月末日までに、後期にあっては10月末日までに休学を許可されて

いないものの当該期の授業料については、この限りでない。 

２ 第19条の２の規定により学生の身分を失った場合、第32条若しくは第38条の２の規定により学

生を除籍した場合、又は死亡若しくは行方不明のため、学籍を除いた場合は、当該学生に係る未

納の授業料の全額を免除することができる。 

３ 第49条の規定により授業料の徴収猶予を許可されている学生が退学した場合は、月割計算によ

り、退学の翌月以降に納付すべき授業料の全額を免除することができる。 

第49条 本学の学生（科目等履修生、聴講生及び研究生を除く。）であって、経済的理由によって

授業料の納付が困難であると認めるとき、その他やむを得ない事情があると認めるときは、別に

定めるところにより、授業料の全部若しくは一部を免除し、又はその徴収を猶予することができ

る。 

２ 前項の徴収猶予の期間は、当該年度を超えないものとする。 

第49条の２ 前２条に定めるもののほか、総長が相当の事由があると認めて別に定めた場合は、授

業料を免除することができる。 

第50条 第49条の規定により授業料の免除又は徴収猶予（月割分納の場合を含む。以下同じ。）を

受けようとする者は、その事由を具して所定の期日までに総長に願い出るものとする。 

２ 前項の規定により授業料の免除又は徴収猶予を願い出た者に係る授業料の納付については、免

除若しくは徴収猶予の可否が決定するまでの間、猶予するものとする。 

第51条 授業料の免除又は徴収猶予を受ける学生は、納期ごとに総長が定める。 

第52条 授業料の免除を受けている者がその事由を失ったときは、その当月から当該期末までの授

業料を月割をもって納付しなければならない。 

２ 授業料の徴収猶予を受けている者がその事由を失ったときは、直ちに授業料を納付しなければ

ならない。 

（授業料等の不徴収等） 

第52条の２ 第44条及び第45条の規定にかかわらず、特別聴講学生に係る検定料及び入学料は徴収

しない。 

２ 第46条第３項の規定にかかわらず、特別聴講学生が国立大学の学生であるとき又は本学と相互

に授業料の不徴収を定めた大学間相互単位互換協定（部局間協定を含む。）に基づき授業科目を

履修する公立の大学若しくは短期大学若しくは私立の大学若しくは短期大学の学生であるときは、

授業料を徴収しない。 

３ 第44条、第45条及び第46条の規定にかかわらず、国費外国人留学生制度実施要項（昭和29年３

月31日文部大臣裁定）に基づき入学する者及び本学と外国の大学等との間において相互に検定料、

入学料及び授業料の不徴収を定めた大学間交流協定（部局間交流協定を含む。）に基づき入学す

る者については、検定料、入学料及び授業料を徴収しない。 

（検定料、入学料及び授業料の額） 

第53条 第44条の検定料、第45条の入学料及び第46条の授業料の額は、大阪大学学生納付金規程（以

下「納付金規程」という。）の定めるところによる。 

（納付済の検定料、入学料及び授業料） 
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第54条 納付済の検定料、入学料及び授業料は返付しない。 

２ 第13条に規定する選抜試験における次の各号のいずれかに該当する者に対しては、前項の規定

にかかわらず、その者の申出により、前項の検定料のうち当該各号に掲げる額を返付する。 

⑴ 出願書類等による選抜（以下「第１段階目の選抜」という。）を行い、その合格者に限り学力

検査その他による選抜（以下「第２段階目の選抜」という。）を行う場合において、第１段階目

の選抜に合格しなかった者 納付金規程第２条第４項に定める第２段階目の選抜に係る検定料相

当額（以下「第２段階目選抜検定料相当額」という。） 

⑵ 出願を受け付けた後において、大学入試センター試験の受験科目の不足により出願資格のない

ことが判明した者 第２段階目選抜検定料相当額 

３ 第46条第２項の規定により前期分の授業料納付の際、後期分授業料を併せて納付した者が、前

期末までに休学又は退学した場合は、納付した者の申出により後期分授業料相当額を返付する。 

 

第６章  学 寮 等 
（学寮等） 

第55条 本学に、学寮及び外国人留学生を寄宿させる施設（以下「学寮等」という。）を設ける。 

２ 学寮等は、総長の監督に属する。 

第56条 学寮等について必要な事項は、別に定める。 

附 則 

１ この通則は、公布の日から施行する。 

 （以下省略） 

附 則 

１ この改正は、平成12年４月１日から施行する。ただし、改正後の第10条の３及び第10条の４の

規定は、平成12年度入学者から適用する。 

 （以下省略） 

附 則 

  この改正は、平成13年１月６日から施行する。 

附 則 

  この改正は、平成13年12月19日から施行する。 

 （以下省略） 

附 則 

  この改正は、平成15年２月19日から施行し、平成15年度に入学する者（科目等履修生、聴講生

又は、研究生として入学する者を除く。）から適用する。 

 （以下省略） 

附 則（抄） 

１ この改正は、平成15年10月15日から施行する。ただし、第６条第１項の改正規定は、平成16年

４月１日から施行する。 

   附 則（抄） 

１ この改正は、平成16年４月１日から施行する。 

 （以下省略） 

附 則 

  この改正は、平成17年２月15日から施行する。 
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 （以下省略） 

附 則 

１ この改正は、平成18年４月１日から施行する。ただし、第12条の改正規定は、平成18年２月15

日から施行する。 

２ 改正後の第28条第２項の規定は、この改正施行の日前から引き続き本学に在学する者について

は、適用しない。 

３ 理学部生物学科、薬学部総合薬学科及び工学部電子情報エネルギー工学科は、改正後の第２条

の規定にかかわらず、平成18年３月31日に当該学科に在学する者が当該学科に在学しなくなる日

までの間、存続するものとする。 

 （以下省略） 

附 則 

１ この改正は、平成19年４月１日から施行する。ただし、第10条の３の２及び第34条の改正規定

は、平成19年２月20日から施行する。 

２ 平成19年３月31日現在在学中の者（以下この項において「在学者」という。）及び平成19年４

月１日以後において在学者の属する年次に編入学、再入学又は転入学する者については、改正後

の第10条第４項の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則 

１ この改正は、平成19年10月１日から施行する。 

 （以下省略） 

附 則 

  この改正は、平成19年12月26日から施行する。 

附 則 

  この改正は、平成20年４月１日から施行する。 

附 則 

  この改正は、平成20年10月１日から施行する。 

附 則 

１ この改正は、平成21年４月１日から施行する。 

 （以下省略） 

附 則 

１ この改正は、平成22年４月１日から施行する。 

 （以下省略） 

附 則 

  この改正は、平成22年４月20日から施行する。 

附 則 

１ この改正は、平成23年４月１日から施行する。 

 （以下省略） 

附 則 

  この改正は、平成23年６月15日から施行する。 

附 則 

  この改正は、平成24年４月１日から施行する。ただし、別表２の改正規定は、平成24年２月15

日から施行し、平成20年度入学者から適用する。 
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附 則 

  この改正は、平成24年４月１日から施行する。 

附 則 

  この改正は、平成26年１月15日から施行する。 

附 則 

  この改正は、平成26年４月１日から施行する。 

附 則 

この改正は、平成26年11月19日から施行する。 

附 則 

この改正は、平成27年４月１日から施行する。 

附 則 

この改正は、平成28年２月17日から施行する。 

 

 

別表１（略） 

別表２（略） 
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大阪大学全学共通教育規程 
 

第１条 この規程は、大阪大学学部学則第 10 条第６項の規定に基づき、全学共通教育科目の履修等

に関し、必要な事項を定めるものとする。 

第２条 全学共通教育科目の区分は、次のとおりとする。 

共通教育系科目 

教養教育科目、言語・情報教育科目、基礎セミナー、健康・スポーツ教育科目 

専門教育系科目 

専門基礎教育科目 

第３条 全学共通教育科目として開設する授業科目（以下「授業科目」という。）の科目名及び単位

数は、別表１のとおりとする。ただし、人間科学部の人間科学コース並びに理学部、工学部及

び基礎工学部の化学・生物学複合メジャーコースの授業科目の科目名及び単位数は、別表２の

とおりとする。 

第４条 授業科目の履修方法については、各学部規程の定めるところによる。 

第５条 授業科目の単位の計算は、次のとおりとする。 

⑴ 講義は、15 時間をもって１単位とする。 

⑵ 演習及び実習は、30 時間をもって１単位とする。ただし、教養教育科目の国際コミュニケー

ション演習及び地域言語文化演習並びに基礎セミナーは、15 時間をもって１単位とする。 

⑶ 実験は、30 時間又は 45 時間をもって１単位とする。 

第６条 学生は、所定の期日までに履修しようとする授業科目を全学教育推進機構長（以下「機構

長」という。）に届け出て、受講登録をし、許可を得なければならない。 

２ 既に単位を修得した授業科目については、再履修することができない。 

第７条 各学期に試験を行う。ただし，授業科目により平常の成績をもって試験成績に代えること

がある。 

２ 前条の定める手続きを経ない授業科目については，試験を受けることができない。 

第８条 試験の成績は、100 点を満点として次の評価をもって表し、Ｓ、Ａ、Ｂ及びＣを合格、Ｆ

を不合格とする。 

Ｓ （90 点以上） 

Ａ （80 点以上 90 点未満） 

Ｂ （70 点以上 80 点未満） 

Ｃ （60 点以上 70 点未満） 

Ｆ （60 点未満） 

２ 試験に合格した者には、所定の単位を与えるものとする。 

第９条 この規程に定めるもののほか、この規程の実施に関し必要な事項は、機構長が定める。 

附 則 

 この改正は､平成 26 年４月１日から施行する｡ 

別表１（略） 

別表２（略） 
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理 学 部 規 程 
 

第１章  総     則 
 

（趣旨） 

第１条 この規程は，大阪大学学部学則（以下「学則」という。）に基づいて大阪大学理学部（以

下「本学部」という。）に関する必要な事項を定めるものとする。 

２ この規程に定めるもののほか，本学部に関し必要な事項は，学部長が教授会の議を経て（この

場合において「議」とは、審議し、教授会としての意思決定を行うことをいう。以下同じ。）別に

定める。 

（目的） 

第１条の２ 本学部における教育は，幅広い自然科学の基礎に裏付けられた柔軟な発想を身に付け，

自然に対する鋭い直感と的確な判断力を養い，その素養を背景にして社会に貢献する人材を育成

することを目的とする。 

 

第２章  教 育 課 程 
 

（授業科目，履修方法，卒業要件等） 

第２条 本学部の教育課程は，全学共通教育科目及び専門教育科目をもって編成する。 

２ 全学共通教育科目の授業科目区分，授業科目，単位数等は全学共通教育規程の定めるところに

よるものとし，本学部における履修方法は，別表１のとおりとする。 

３ 専門教育科目の授業科目，単位数及び履修方法並びに各学科の卒業要件は，別表２のとおりと

する。 

４ 前２項の規定にかかわらず，化学科及び生物科学科に置く化学・生物学複合メジャーコースに

おける全学共通教育科目の履修方法については別表３，専門教育科目の授業科目，単位数，履修

方法及び卒業要件については別表４のとおりとする。 

５ 専門教育科目の授業科目の配当年次及び授業時間数は，毎学年の始めに別に定める。 

（単位の計算方法） 

第３条 本学部の専門教育科目の各授業科目の単位の計算は，次のとおりとする。 

⑴ 講義は，15 時間をもって１単位とする。 

⑵ 演習は，30 時間をもって１単位とする。ただし，授業科目により 15 時間をもって１単位と

することがある。 

⑶ 実験及び実習は，45 時間をもって１単位とする。 

（他の大学等における授業科目の履修） 

第４条 学部長が教授会の議を経て教育上有益と認める場合は，他の大学若しくは短期大学又は外

国の大学若しくは短期大学の授業科目を，第２条第２項及び第３項に規定する授業科目の選択科

目として履修することができる。 

２ 前項の規定による履修を志願する学生は，あらかじめ所定の手続によって申請し，許可を得な

ければならない。 

（履修手続及び履修指導） 

第５条 専門教育科目の履修において，学生は，毎学期の始めに当該学期に履修しようとする授業
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科目を定めて，所定の手続により届け出なければならない。 

２ 他学科及び他学部の授業科目，国際交流科目，コミュニケーションデザイン科目並びにグロー

バルコラボレーション科目を履修しようとする場合は，前項の手続をしなければならない。 

３ 学期の途中から開講する授業科目については，開講時に第１項の手続をすることができる。 

４ 第１項及び第２項の規定により届出のあった授業科目について，必要な学修がなされていない

と判断される場合は，履修制限等の指導を行うことがある。 

 

第３章  履 修 認 定 
 

（履修認定） 

第６条 専門教育科目の履修認定は，試験によるものとする。ただし，授業科目によっては平常の

成績又は報告書等の結果により認定することができる。 

２ 前項に規定する試験等に合格した学生には，当該授業科目所定の単位を与える。 

（他の大学等における修得単位の認定） 

第７条 第４条の規定により他の大学若しくは短期大学又は外国の大学若しくは短期大学において

修得した授業科目の単位は，学部長が審査の上認定し，60 単位を限度として卒業に要する単位に

算入することがある。 

（入学前の既修得単位の認定） 

第８条 学部長が教授会の議を経て教育上有益と認める場合は，本学部入学前に大学若しくは短期

大学又は外国の大学若しくは短期大学において修得した授業科目の単位（大学設置基準（昭和 31

年文部省令第 28 号）第 31 条に規定する科目等履修生として修得した単位を含む。）は，審査の上，

本学部において修得したものとして認定することがある。 

２ 前項の規定により修得したものとして認定することができる単位数は，本学において修得した

単位以外のものについては，前条により修得した単位と合わせて 60 単位を限度とする。 

（試験） 

第９条 専門教育科目の試験は，学期の終わりに行う。ただし，授業科目担当教員の都合により学

年の終わり，その他適当な時期に行うことがある。 

（履修成績） 

第10条 専門教育科目の履修成績は，100 点を満点として次の評価をもって表し，Ｓ，Ａ，Ｂ及び

Ｃを合格，Ｆを不合格とする。 

Ｓ  （90 点以上） 

Ａ  （80 点以上 90 点未満） 

Ｂ  （70 点以上 80 点未満） 

Ｃ  （60 点以上 70 点未満） 

Ｆ  （60 点未満） 

（卒業認定） 

第11条 学生が本学部に所定の期間在学し，各学科所定の授業科目を履修し，単位を修得した場合，

学部長は，教授会の議を経て，卒業を認定する。 

２ 前項の規定にかかわらず，化学・生物学複合メジャーコースに３年６月以上在学し，卒業の要

件として修得すべき単位を優秀な成績をもって修得したと認められる学生について，学部長は，

教授会の議を経て，卒業を認定することができる。 

３ 前項における卒業認定の基準は，別に定める。 
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第４章  学科の変更，転部，学士入学，転入学及び再入学 
 

（学科の変更及び転部） 

第12条 本学部学生で学科の変更を希望する者又は本学の他学部学生で本学部へ転部を希望する者

は，学部長は選考の上，転科又は転部させることがある。ただし，当該学科の収容人員に余裕の

ある場合に限る。 

（学士入学，転入学及び再入学） 

第13条 学則第 14 条及び第 15 条の規定により本学部に入学を志願する者については，当該学科の

収容人員に余裕のある場合に限り，教授会の議を経て選考することがある。ただし，再入学を志

願する者については，本学部退学時の学科に限るものとする。 

２ 前項の規定による選考を経て入学する者の在学年限については，別に定める。 

 

第５章  研  究  生 
 

（入学資格） 

第14条 研究生は，設備に差し支えない限り，次の各号のいずれかに該当する者について学部長は

選考の上，入学を許可する。 

⑴ 大学の卒業者 

⑵ 短期大学の卒業者 

⑶ その他学部長が教授会の議を経て適当と認める者 

（入学手続） 

第15条 研究生を志願する者は，入学願書と履歴書及び卒業証明書又は学力を証明する書類を提出

しなければならない。 

（入学時期） 

第16条 研究生の入学時期は，毎学年始めとする。ただし，特別の事情がある者についてはこの限

りでない。 

（指導教員） 

第17条 研究生には，指導教員を定める。 

２ 指導教員は，必要があると認めるときは，授業科目担当教員の承認を得て，研究生に学部又は

大学院の授業科目を履修させることができる。 

（在学期間） 

第18条 研究生の在学期間は，原則として１年とする。ただし，研究の必要により更に在学を希望

する者は，期間の延長を願い出て，学部長の許可を得なければならない。 

（攻究報告） 

第19条 研究生は，在学期間の終わりに攻究報告書を指導教員を経て，学部長に提出しなければな

らない。在学期間の延長を願い出る者も同様とする。 

（攻究証明） 

第20条 研究生で相当の攻究をしたと認められる者には，証明書を与えることができる。 
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第６章  特別聴講学生 
 

（入学資格及びその手続） 

第21条 他の大学又は外国の大学に在学中の者で，本学部の授業科目を履修しようとするものは，

所定の手続に従い学部長に願い出るものとする。 

２ 前項の規定による志願者については，学部長は選考の上，特別聴講学生として入学を許可する

ことがある。 

（在学期間） 

第22条 特別聴講学生の在学期間は，履修科目所定の授業期間とする。 

（履修認定） 

第23条 特別聴講学生の履修認定，試験及び成績については，第６条，第９条及び第 10 条の規定を

準用する。 

 

第７章  科目等履修生 
 

（入学資格） 

第24条 科目等履修生は，正規学生の学修に差し支えない限り，次の各号のいずれかに該当する者

について学部長は選考の上，入学を許可する。 

⑴ 大学２年修了以上の者又はこれと同等以上の学力があると認められる者 

⑵ その他学部長が教授会の議を経て適当と認める者 

（入学手続） 

第25条 科目等履修生の入学手続については，第 15 条の規定を準用する。 

（入学時期及び在学期間） 

第26条 科目等履修生の入学時期は，各学期の始めとし，在学期間は１年以内とする。ただし，学

修の必要により引き続き在学を希望する者は，期間の延長を願い出て，学部長の許可を得なけれ

ばならない。 

（履修認定） 

第27条 科目等履修生の履修認定，試験及び成績については，第６条，第９条及び第 10 条の規定を

準用する。 

２ 科目等履修生で単位を修得した者には，証明書を交付することができる。 

 

第８章  補    則 
 

（除籍） 

第28条 研究生，特別聴講学生又は科目等履修生として不適当と認められる者については，学部長

は，教授会の議を経て，除籍することができる。 

 

附 則 

１ この規程は平成６年４月１日から施行する。 

（略） 

１ この改正は，平成 15 年４月１日から施行する。 

２ 平成 15 年３月 31 日現在在学中の者（以下「在学者」という。）及び平成 15 年４月１日以後
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において在学者の属する年次に学士入学，転入学，再入学又は転部する者については，改正後

の別表１及び別表２の規定にかかわらず，なお従前の例による。この場合における改正前の別

表２の適用については，数学科においては「数学特論「科学と社会」（１単位）」を，物理学科

においては「物理学特論「科学と社会」（１単位）」を，化学科においては「化学特論「科学と

社会」（１単位）」を，選択科目にそれぞれ加え，生物学科においては選択科目に「生物学特論

「科学と社会」（１単位）」を，選択必修科目Ａ群に「発生生物学Ｃ （２単位）」及び「生物情

報科学（２単位）」を加えるものとする。 

附 則 

１ この改正は，平成 16 年４月１日から施行する。 

２ 平成 16 年３月 31 日現在在学中の者（以下「在学者」という。）及び平成 16 年４月１日以後

において在学者の属する年次に学士入学，転入学，再入学又は転部する者については，改正後

の別表１及び別表２の規定にかかわらず，なお従前の例による。 

附 則 

１ この改正は，平成 17 年４月１日から施行する。 

２ 平成 17 年３月 31 日現在在学中の者（以下「在学者」という。）及び平成 17 年４月１日以後

において在学者の属する年次に学士入学，転入学，再入学又は転部する者については，改定後

の別表１及び別表２の規定にかかわらず，なお従前の例による。この場合における改定前の別

表２の適用については，各学科の選択科目に「数値計算法基礎（２単位）」，「理学への招待（１

単位）」及び「科学英語基礎（１単位）」を加えるものとする。 

附 則 

１ この改正は，平成 18 年４月１日から施行する。 

２ 平成 18 年３月 31 日現在在学中の者（以下「在学者」という。）及び平成 18 年４月１日以後

において在学者が属する年次に学士入学，転入学，再入学又は転部する者については，改正後

の別表２の規程にかかわらず，なお従前の例による。この場合における改正前の別表２の適用

については，数学科の選択科目に「実験数学１（コンピュータプログラミング）（２単位）」を

加えるものとする。 

附 則 

１ この改正は，平成 19 年４月１日から施行する。 

２ 平成 19 年３月 31 日現在在学中の者（以下「在学者」という。）及び平成 19 年４月１日以後

において在学者の属する年次に学士入学，転入学，再入学又は転部する者については，改正後

の別表１及び別表２の規定にかかわらず，なお従前の例による。 

附 則 

１ この改正は，平成 20 年４月１日から施行する。 

２ 平成 20 年３月 31 日現在在学中の者（以下「在学者」という。）及び平成 20 年４月１日以後

において在学者の属する年次に学士入学，転入学，再入学又は転部する者については，改正後

の別表１の専門基礎教育科目の項（（注２）に係る部分を除く。）及び別表２の規定にかかわら

ず，なお従前の例による。 

  この場合における改正前の別表２の適用については，各学科の選択科目に「物理オナーセミ

ナー１」（１単位），「物理オナーセミナー２」（１単位），「物理オナーセミナー３」（１単位），

「物理オナーセミナー４」（１単位）を加えるものとする。 

附 則 
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１ この改正は，平成 21 年４月１日から施行する。 

２ 平成 21 年３月 31 日現在数学科，物理学科及び生物科学科（生物科学コース）に在学中の者

（以下「在学者」という。）並びに平成 21 年４月１日以後において在学者の属する年次に学士

入学，転入学，再入学又は転部する者については，改正後の別表２の規定にかかわらず，なお

従前の例による。この場合における改正前の別表２の適用については，数学科の選択科目に「数

学オナーセミナー１」（１単位），「数学オナーセミナー２」（１単位），「数学オナーセミナー３」

（１単位）及び「数学オナーセミナー４」（１単位）を，物理学科の選択科目に「物理学実験基

礎」（２単位），「量子物理学概論」（２単位），「質量分析学」（２単位），「宇宙地球フィールドワ

ーク４」（１単位）及び「Physics in English」（２単位）を，生物科学科（生物科学コース）

の選択必修科目に「生物科学オナーセミナー１」（１単位），「生物科学オナーセミナー２」（１

単位），「生物科学オナーセミナー３」（１単位），「生物科学オナーセミナー４」（１単位），「生

物科学オナーセミナー５」（１単位）及び「生物科学オナーセミナー６」（１単位）を，それぞ

れ加えるものとする。 

附 則 

１ この改正は，平成 22 年４月１日から施行する。 

２ 平成 22 年３月 31 日現在在学中の者（以下「在学者」という。）及び平成 22 年４月１日以後

において在学者の属する年次に学士入学，転入学，再入学又は転部する者については，改正後

の別表１及び別表２の規定にかかわらず，なお従前の例による。この場合における改正前の別

表２の適用については，数学科の選択科目に「確率過程論」（２単位）を，物理学科の選択科目

に「物理オナーセミナー５」（１単位）及び「物理オナーセミナー６」（１単位）を，化学科の

選択科目に「化学生物学」（２単位）を，生物科学科（生物科学コース）の選択必修科目に「生

命システムの数理」（２単位）を，生物科学科（生命理学コース）の選択必修科目に「線形代数

続論１」（２単位），「線形代数続論１演義」（２単位），「線形代数続論２」（２単位），「線形代数

続論２演義」（２単位），「複素関数論」（２単位），「複素関数論演義」（２単位），「量子力学概論」

（２単位），「分析化学２」（２単位），「基礎化学実験」（２単位），「生命システムの数理」（２単

位），「植物生理学概論」（２単位），「動物生理学入門」（２単位），「生物学演習Ｃ」（１単位），

「発生生物学Ｂ」（２単位）及び「生物学演習Ｄ」（１単位）を，生物科学科（生命理学コース）

の選択科目に「系統進化学」（２単位），「生態学概論」（２単位），「細胞生物学Ｂ」（２単位），

「物理オナーセミナー５」（１単位）及び「物理オナーセミナー６」（１単位）を，それぞれ加

え，生物科学科（生命理学コース）の選択科目から「複素関数論」（２単位），「複素関数論演義」

（２単位），「線形代数続論１」（２単位），「線形代数続論２」（２単位），「量子力学概論」（２単

位），「分析化学２」（２単位），「基礎化学実験」（２単位），「植物生理学概論」（２単位），「動物

生理学入門」（２単位）及び「発生生物学Ｂ」（２単位）を削るものとする。 

附 則 

この改正は，平成 22 年 10 月１日から施行する。 

附 則 

１ この改正は，平成 23 年４月１日から施行する。 

２ 平成 23 年３月 31 日現在在学中の者（以下「在学者」という。）及び平成 23 年４月１日以後

において在学者の属する年次に学士入学，転入学，再入学又は転部する者については，改正後

の別表２の規定にかかわらず，なお従前の例による。この場合における改正前の別表２の適用

については，各学科の選択科目の項の次に 
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「 

特別科目 リスク管理とコンプライアンス ２    
                                   」 

を，各学科の履修方法に「４ 専門教育科目の特別科目から修得した単位は，卒業要件の単位

には算入しない。」をそれぞれ加え，化学科の選択科目に「有機化学４」（２単位）及び「有機

化学演習３」（１単位）を，生物科学科（生命理学コース）の選択科目に「基礎解析続論」（２

単位），「基礎解析続論演義」（２単位），「量子物理学概論」（２単位），「熱物理学演義」（２単位），

「電磁気学２」（２単位），「統計力学２」（２単位），「有機化学演習３」（１単位），「化学反応論

２」（２単位）及び「有機化学４」（２単位）をそれぞれ加え，生物科学科（生命理学コース）

の選択必修科目から「電磁気学２」（２単位）及び「熱物理学演義」（２単位）を削り，生物科

学科（生命理学コース）の必修科目の項中 
「 

生命理学文献調査   ２   とあるのは 
                           」 

「 

生命理学文献調査  ２    と読み替えるものとする 
                           」 

附 則 

１ この改正は、平成 24 年４月１日から施行する。 

２ 平成 24 年３月 31 日現在在学中の者（以下「在学者」という。）及び平成 24 年４月１日以後

において在学者の属する年次に学士入学、転入学、再入学又は転部する者については、改正後

の別表２の規定にかかわらず、なお従前の例による。この場合における改正前の別表２の適用

については、各学科の履修方法３の合わせて 10 単位を限度として専門教育科目の選択科目の単

位に算入することができる科目にグローバルコラボレーション科目を加え（情報処理教育科目、

国際交流科目、コミュニケーションデザイン科目及びグローバルコラボレーション科目は、合

わせて２単位を上限とする。）、生物科学科（生物科学コース）の選択必修科目に「生命現象の

物理Ｂ」（２単位）を、生物科学科（生命理学コース）の選択必修科目に「生命現象の物理Ｂ」

（２単位）及び「細胞生物学Ａ」（２単位）を、生物科学科（生命理学コース）の履修方法に「専

門教育科目の選択必修科目のうち、所定の単位を超えて修得した単位は、選択科目の単位に算

入することができる。」をそれぞれ加え、生物科学科（生命理学コース）の選択科目から「細胞

生物学Ａ」（２単位）を削るものとする。 

附 則 

１ この改正は、平成 24 年 10 月 1 日から施行する。 

２ 平成 24 年 9 月 30 日現在在学中の者については、改正後の別表 3 及び別表 4 の規定にかかわ

らず、なお従前の例による。この場合において、改正前の別表 4の化学科及び生物科学科の化

学・生物学複合メジャーコースの表の選択科目の項中 
「 

Genetic Engineering Exercise Session  １    とあるのは 

                              」 
「 

Exercise Session (Genetic Engineering)  ２    と、 

                              」 
「 

Biochemistry Exercise Session 3  １    とあるのは 

                              」 
「 

Exercise Session (Biochemistry 3)  ２    と、 

                              」 
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「 

Cell Biology Exercise Session 3  １    とあるのは 

                              」 
「 

Exercise Session (Cell Biology 3)  ２    と、 

                              」 
「 

Organic Chemistry Exercise Session 3  １    とあるのは 

                              」 
「 

Exercise Session (Organic Chemistry 3)  ２    と、 

                              」 
「 

Physical Chemistry Exercise Session 3  １    とあるのは 

                              」 
「 

Exercise Session (Physical Chemistry 3)  ２    と、 

                              」 
「 

Inorganic ＆ Analytical Chemistry Exercise 

Session 3 
 １    とあるのは 

                              」 
「 

Exercise Session 

(Inorganic ＆ Analytical Chemistry 3) 
 ２   

と、それぞれ読み替える
ものとする。 

                              」 
 

附 則 

１ この改正は、平成 25 年４月１日から施行する。 

２ 平成 25 年３月 31 日現在在学中の者（以下「在学者」という。）及び平成 25 年４月１日以後

において在学者の属する年次に学士入学、転入学、再入学又は転部する者については、改正後

の別表２の規定にかかわらず、なお従前の例による。この場合における改正前の別表２の適用

については、物理学科の選択科目に「先端物理学・宇宙地球科学輪講」（２単位）を加えるもの

とする。 

附 則 

１ この改正は、平成 26 年４月１日から施行する。 

２ 平成 26 年３月 31 日現在在学中の者（以下「在学者」という。）及び平成 26 年４月１日以後

において在学者の属する年次に学士入学、転入学、再入学又は転部する者については、改正後

の別表２の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則 

１ この改正は、平成 27 年４月１日から施行する。 

２ 平成 27 年３月 31 日現在在学中の者（以下「在学者」という。）及び平成 27 年４月１日以後

において在学者の属する年次に学士入学、転入学、再入学又は転部する者については、改正後

の別表１、別表２及び別表３の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則 

１ この改正は、平成 28 年４月１日から施行する。 

２ 平成 28 年３月 31 日現在在学中の者（以下「在学者」という。）及び平成 28 年４月１日以後

において在学者の属する年次に学士入学、転入学、再入学又は転部する者については、改正後

の別表２及び別表４の規定にかかわらず、なお従前の例による。この場合において、改正前の
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別表２の適用については、生物科学科（生物科学コース）及び生物科学科（生命理学コース）

の選択必修科目に「蛋白質情報科学」（１単位）を加え、改正前の別表４の適用については、化

学科（化学・生物学複合メジャーコース）及び生物科学科（化学・生物学複合メジャーコース）

の表の必修科目の項中 
「 

Inorganic ＆ Analytical Chemistry 1 ２     とあるのは 

                              」 
「 

Inorganic Chemistry 1 １   
 と、 

Analytical Chemistry 1 １   

                              」 
「 

Exercise Session 

(Inorganic ＆ Analytical Chemistry 1) 
 ２

 
  とあるのは 

                              」 
「 

Exercise Session(Inorganic Chemistry 1)  １  
 と、 

Exercise Session(Analytical Chemistry 1)  1   

                              」 
同表の選択科目の項中 

「 

Inorganic ＆ Analytical Chemistry 2 ２    とあるのは 

                              」 
「 

Inorganic Chemistry 2 １   
 と、 

Analytical Chemistry 2 １   

                              」 
「 

Exercise Session 

(Inorganic ＆ Analytical Chemistry 2) 
 ２

 
  とあるのは 

                              」 
「 

Exercise Session(Inorganic Chemistry 2) １  
 と、 

Exercise Session(Analytical Chemistry 2) １  

                              」 
「 

Inorganic ＆ Analytical Chemistry 3 ２   とあるのは 

                              」 
「 

Inorganic Chemistry 3 １  
 と、 

Analytical Chemistry 3 １    

                              」 
「 

Exercise Session 

(Inorganic ＆ Analytical Chemistry 3) 
２   とあるのは 

                              」 
「 

Exercise Session(Inorganic Chemistry 3) １  とそれぞれ読み替える
ものとする。 Exercise Session(Analytical Chemistry 3) １  

                              」 
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「 

Cell Biology Exercise Session 3  １    とあるのは 

                              」 
「 

Exercise Session (Cell Biology 3)  ２    と、 

                              」 
「 

Organic Chemistry Exercise Session 3  １    とあるのは 

                              」 
「 

Exercise Session (Organic Chemistry 3)  ２    と、 

                              」 
「 

Physical Chemistry Exercise Session 3  １    とあるのは 

                              」 
「 

Exercise Session (Physical Chemistry 3)  ２    と、 

                              」 
「 

Inorganic ＆ Analytical Chemistry Exercise 

Session 3 
 １    とあるのは 

                              」 
「 

Exercise Session 

(Inorganic ＆ Analytical Chemistry 3) 
 ２   

と、それぞれ読み替える
ものとする。 

                              」 
 

附 則 

１ この改正は、平成 25 年４月１日から施行する。 

２ 平成 25 年３月 31 日現在在学中の者（以下「在学者」という。）及び平成 25 年４月１日以後

において在学者の属する年次に学士入学、転入学、再入学又は転部する者については、改正後

の別表２の規定にかかわらず、なお従前の例による。この場合における改正前の別表２の適用

については、物理学科の選択科目に「先端物理学・宇宙地球科学輪講」（２単位）を加えるもの

とする。 

附 則 

１ この改正は、平成 26 年４月１日から施行する。 

２ 平成 26 年３月 31 日現在在学中の者（以下「在学者」という。）及び平成 26 年４月１日以後

において在学者の属する年次に学士入学、転入学、再入学又は転部する者については、改正後

の別表２の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則 

１ この改正は、平成 27 年４月１日から施行する。 

２ 平成 27 年３月 31 日現在在学中の者（以下「在学者」という。）及び平成 27 年４月１日以後

において在学者の属する年次に学士入学、転入学、再入学又は転部する者については、改正後

の別表１、別表２及び別表３の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則 

１ この改正は、平成 28 年４月１日から施行する。 

２ 平成 28 年３月 31 日現在在学中の者（以下「在学者」という。）及び平成 28 年４月１日以後

において在学者の属する年次に学士入学、転入学、再入学又は転部する者については、改正後

の別表２及び別表４の規定にかかわらず、なお従前の例による。この場合において、改正前の
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別表１ 

科 目 区 分 履  修  方  法 

共 
 

 
 

 
 

 

通 
 

 
 

 
 

 

教 
 
 
 

 
 

 

育 
 

 
 

 
 
 

系 
 

 
 
 
 

 

科 
 

 
 

 
 

 

目 

教 

養 

教 

育 

科 

目 

基
礎
教
養
科
目 

基礎教養１  基礎教養１の授業科目の中から２単位以上を修得すること。 

現代教養科目  現代教養科目の授業科目の中から２単位以上を修得すること。 

先端教養科目  先端教養科目及び国際教養科目「国際教養１」の授業科目の中から

２単位以上を修得すること。 

国
際
教
養
科
目 

国際教養１ 

国際教養２  本学部が指定する授業科目の中から２単位以上を修得すること。た

だし，「多文化コミュニケーション（日本語）１～２」については，

外国人留学生以外の者は履修することができない。 

言
語
・
情
報
教
育
科
目 

外国語教育科目 (1) 第１外国語として，本学部が指定する「大学英語」の授業科目の

中から４単位並びに「実践英語・専門英語」のうち「実践英語」の授

業科目の中から３単位及び「専門英語」の授業科目の中から１単位の

計８単位を修得すること。ただし，英語を母語とする外国人留学生に

ついては，本学部が指定する「大学英語」及び「実践英語・専門英

語」の授業科目の中から３単位，「第２外国語」の「日本語」の授業

科目の中から３単位並びに国際教養科目「国際教養２」の授業科目

「多文化コミュニケーション（日本語）１～２」の中から２単位の計

８単位を第１外国語として修得することができる。 

(2) 第２外国語として，「ドイツ語」，「フランス語」，「ロシア語」，及

び「中国語」の中から１外国語を選択履修し，本学部が指定する授業

科目の中から３単位を修得すること。ただし，外国人留学生について

は，１外国語として「日本語」を選択することができる。この場合に

おいて，第１外国語として「日本語」を選択している英語を母語とす

る外国人留学生については，第２外国語として「日本語」を選択する

ことができない。 

情報処理教育科目 「情報活用基礎」（２単位）は，必修とする。 

健 康 ・ ス ポ ー ツ 
教 育 科 目 

「スポーツ実習Ａ」 （１単位） を含む２単位を修得すること。な

お，他の１単位の選択については，「スポーツ科学」 （１単位），「健

康科学実習Ａ」 （１単位） 及び 「健康科学」 （１単位） から選

択するものとする。 
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科 目 区 分 履  修  方  法 

専 
 

 
 

 
 

門 
 

 
 

 
 

教 
 

 
 
 
 

育 
 

 
 
 

 

系 
 
 

 
 

 

科 
 

 
 

 
 

目 

専 
 

 
 

門 
 

 
 

基 
 
 
 

礎 
 

 
 

教 
 

 
 

育 
 
 

 

科 
 

 
 

目 

 

分 

野 

授 業 科 目 名 
単 

位 

摘 要 

数学科

化学科

生物科学科

物理学科

数 

学 

基 礎 解 析 学 １ 3 ◎ 

基 礎 解 析 学 ２ 2 ◎ 

線 形 代 数 学 １ 2 ◎ 

線 形 代 数 学 ２ 2 ◎ 

確 率 ・ 統 計 2 ○ 

物 

理 

学 

物 理 学 １ Ａ 2 ※ ◎ 

物 理 学 １ Ｂ 2 ※  

物 理 学 ２ Ａ 2 ※ ◎ 

物 理 学 ２ Ｂ 2 ※  

物 理 学 序 論 １ 2 ※  

物 理 学 序 論 ２ 2 ※  

現 代 物 理 学 入 門 2 ○ 

化 

学 

基 礎 化 学 １ 2 ◎ 

基 礎 化 学 ２ 2 ◎ 

基 礎 化 学 ３ 2 ○ 

地 

学 

宇 宙 地 球 科 学 １ 2 ○ 

宇 宙 地 球 科 学 ２ 2 ○ 

生
物
学

生 物 科 学 コ ア Ａ 2 ◎ 

生 物 科 学 コ ア Ｂ 2 ○ 

実 

験 

自然科学実験１数学 1 ◎ 

自然科学実験１物理 1 ◎ 

自然科学実験１化学 1 ◎ 

自然科学実験１生物・地学 1 ◎ 

自然科学実験２物理 1 ○ 

自然科学実験２化学 1 ○ 

自然科学実験２生物 1 ○ 

自然科学実験２地学 1 ○ 

  

＜数学科・化学科・生物科学科＞ 

 必修科目（◎）19 単位，選択必修科目

（※）４単位，選択科目（○）２単位以

上，計 25 単位以上を修得すること。 
 

 選択必修科目（※）は，次の履修方法

のうちいずれかを選択し，履修するこ

と。 

 ただし，大阪大学入学者選抜個別学力

検査等において物理を選択した者は，

（１）を選択し，履修しなければならな

い。 

（１）「物理学１Ａ又は１Ｂ」から１科目

選択，「物理学２Ａ又は２Ｂ」から

１科目選択，計２科目（４単位）を

修得すること。 

（２）「物理学序論１及び２」の計２科目

（４単位）を修得すること。 

 

＜物理学科＞ 

 必修科目（◎）23 単位，選択科目

（○）２単位以上，計 25 単位以上を修得

すること。 
 
 注１）専門基礎教育科目のうち，左表

の授業科目を，理学部コア科目
という。 

 
 注２）選択科目において，２単位を超

えて修得した単位は，４単位を
限度として専門教育科目の選択
科目の単位に算入することがで
きる。この場合において，専門
教育科目の単位に算入された単
位は，「その他」科目の単位に算
入できない。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
別表３の専門基礎教育科目の 
「Introductory Chemistry１」（2単位）、
「Introductory Chemistry２」（2単位）、
「Exercise Session(Introductory 
Chemistry１)」（2単位）及び「Exercise 
Session(Introductory Chemistry２)」 
（2単位）の合計８単位をすべて修得した
場合に限り、「基礎化学１」（2単位）、及
び「基礎化学２」（2単位）の合計４単位
を修得したものとみなして読み替えるこ
とができる。それ以外の場合は「その他」
科目の単位に算入することができる。 
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その他 １ 共通教育系科目及び専門教育系科目の所定の単位数以外に「教養教育科目（基礎

教養２及び基礎教養３を除く。）」，「言語・情報教育科目（外国語教育科目）」，「基礎

セミナー」，「健康・スポーツ教育科目」及び「専門基礎教育科目」の授業科目の中

から６単位を修得すること。この場合において，国際教養科目「国際教養２」，「外

国語教育科目」及び「健康・スポーツ教育科目」については，本学部が指定したも

のに限る。 

 

２  他学部配当の専門基礎教育科目の修得した単位は、「その他」科目の単位に算入す

ることができる。ただし、次の科目の単位は「その他」科目の単位に算入できな

い。 

 [人間科学部・文学部・法学部・経済学部・外国語学部配当] 

Japan in the World 、 Anthropology and Contemporary Global Issues 、

Introduction to Social Psychology 、 Politics in Post-War Japan 、 Media 

Sociology 、 Cross Cultural Psychology 、 Introduction to International 

Relations 

 [基礎工学部・工学部配当科目] 

Introductory Physics 1、Introductory Physics 2、Basic Physics Experiments、

Introductory Chemistry Experiments、Basic Biology Experiments 

 

３  別表３の専門基礎教育科目の修得した単位は、「その他」科目の単位に算入するこ

とができる。ただし、次の科目の単位は「その他」科目の単位に算入できない。 

 Introductory Physics 1、Introductory Physics  ２、Introductory Chemistry 

Experiments 、 Basic Biology Experiments 、 Basic Physics Experiments 、

Introductory Statistics 
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別表2

講

義

演

習

実
験
・
実
習

講

義

演

習

実
験
・
実
習

線 形 代 数 続 論 1 2 解 析 学 序 論 １ 2

同 演 義 2 同 演 義 2

基 礎 解 析 続 論 2 解 析 学 序 論 ２ 2

同 演 義 2 同 演 義 2

2 複素関 数論 続論 2

2 同 演 義 2

複 素 関 数 論 2 代 数 学 １ 2

同 演 義 2 同 演 義 2

2 代 数 学 ２ 2

2 同 演 義 2

線形代 数続 論２ 2 　 幾 何 学 １ 2

同 演 義 2 同 演 義 2

幾 何 学 ２ 2

同 演 義 2

解 析 学 １ 2

同 演 義 2

解 析 学 ２ 2

同 演 義 2

課 題 研 究 ａ 実 験 数 学 １

（ 数 学 ） （コンピュータプログラミング）

課 題 研 究 ｂ

（ 数 学 ）

課 題 研 究 ａ

（情報 ・数 理）

課 題 研 究 ｂ 実 験 数 学 ４ ａ

（情報 ・数 理） （マルチメディア概論）

実 験 数 学 ４ ｂ

（情 報 職 業 論）

代 数 学 序 論 2

同 演 義 2

幾 何 学 序 論 2

同 演 義 2

選

択

科

目

選
択
必
修
科
目

必

修

科

目

基 礎 考 究 2

基 礎 考 究 1

2

2

数学への道程と私たち

安 全 実 験 法

数学オナーセミナー４ 1

代 数 学 ４ 2

代 数 学 ３ 2

1

2

2

2

1

1

数学オナーセミナー３ 1

数学オナーセミナー２ 1

専門への基礎数学 2

数学オナーセミナー１

8

8

8

8

2

1

2

実 験 数 学 ６ 2

実 験 数 学 ７ 2

備　考

数　　学　　科

幾 何 学 基 礎 １
（ 位 相 と 微 積 分 ）

同 演 義

幾 何 学 基 礎 ２
（ 位 相 空 間 論 ）

同 演 義

履
修
区
分

選

択

科

目

履
修
区
分

授 業 科 目

単 位 数

備　考 授 業 科 目

単 位 数

実 験 数 学 ２

実 験 数 学 ５

代 数 学 ５

基 礎 数 理 学 ２ 2

2

実 験 数 学 ３
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講

義

演

習

実
験
・
実
習

講

義

演

習

実
験
・
実
習

応 用 数 理 学 ７

（情報システム論）

応 用 数 理 学 ８

（通信ネットワーク論）

理 学 へ の 招 待 1

2

数値計 算法 基礎 2

大 域 数 理 学 １

大 域 数 理 学 ２

2

選

択

科

目

応 用 数 理 学 ４

リ ス ク 管 理 と
コンプライアンス

2
特
別

科
目応 用 数 理 学 １ 2

2

1

2

大 域 数 理 学 ５

特 別 科 目 １ 2

解 析 学 10 2 科 学 英 語 基 礎

2

2

2

応 用 数 理 学 ５ 2

応 用 数 理 学 ６ 2

応 用 数 理 学 ２

2

応 用 数 理 学 ３ 2

2

2

2

2解 析 学 ８

解 析 学 ９

解 析 学 ６

解 析 学 ５ 2

2

解 析 学 ７

幾 何 学 10

解 析 学 ３

解 析 学 ４

2

2

2

幾 何 学 ７

幾 何 学 ８

幾 何 学 ９

2

2

2

2

幾 何 学 ５ 2

幾 何 学 ６

幾 何 学 ４ 2

幾 何 学 ３ 2

代 数 学 10 2

代 数 学 ９ 2

代 数 学 ７ 2

代 数 学 ８ 2

2

科 学 技 術 論 Ａ

科 学 技 術 論 Ｂ

2

2

2

備　考

代 数 学 ６ 2 2

選

択

科

目

履
修
区
分

授 業 科 目

単 位 数

備　考

単 位 数
履
修
区
分

大 域 数 理 学 ４

応 用 数 理 学 ９

大 域 数 理 学 ３

応 用 数 理 学 10

授 業 科 目

特 別 科 目 ２

年度当初に開講
の授業科目を定
める。授業科目
により１単位と
することもあ
る。
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数学科履修方法

1

2

3

4

卒業の認定を得るには，履修方法に基づき，全学共通教育科目から54単位以上，専門教育科
目から70単位以上，総計124単位以上を修得しなければならない。

専門教育科目のうち，必修科目31単位，選択必修科目16単位（ただし，課題研究ａ（数学）
と課題研究ｂ（数学）の組み合わせ，または課題研究ａ（情報・数理）と課題研究ｂ（情
報・数理）の組み合わせに限る）及び選択科目の中から23単位以上，計70単位以上を修得す
ること。

別表１の理学部コア科目のうち，所定の単位を超えて修得した単位は４単位を限度として専
門教育科目の選択科目に算入することができる。

〔卒業要件〕

専門教育科目の特別科目から修得した単位は，卒業要件の単位には算入しない。

情報処理教育科目（ただし，所定の単位を超えて修得した単位），国際交流科目，コミュニ
ケーションデザイン科目，グローバルコラボレーション科目，他学科又は他学部の専門教育
科目，及び大学間相互単位互換協定に基づく他大学の科目から修得した単位は，合わせて10
単位を限度として，専門教育科目の選択科目の単位に算入することができる。
ただし，情報処理教育科目，国際交流科目，コミュニケーションデザイン科目及びグローバ
ルコラボレーション科目は，合わせて２単位を上限とする。
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別表2

講

義

演

習

実
験
・
実
習

講

義

演

習

実
験
・
実
習

力 学 １ 2

同 演 義 2

力 学 ２ 2

同 演 義 2

電 磁 気 学 １ 2

同 演 義 2

量 子 力 学 １ 2

同 演 義 2

量 子 力 学 ２ 2

同 演 義 2

統 計 力 学 １ 2

同 演 義 2

数 理 物 理 １ 2

同 演 義 2

数 理 物 理 ２ 2

同 演 義 2

宇 宙 地 球 科 学

特 別 研 究

先 端 物 理 学 ・
宇宙地球科学輪講

極 限 光 物 理 学 2

選

択

科

目
2素 粒 子 物 理 学 ２

2

プ ラ ズ マ 物 理 学 2

2

物　理　学　科

履
修
区
分

授 業 科 目

単 位 数

素 粒 子 物 理 学 １

備　考

熱 物 理 学 演 義

備　考

相対論的量子力学 2

2

履
修
区
分

授 業 科 目

単 位 数

量 子 物 理 学 概 論

選

択

科

目
2

2

量 子 力 学 ３ 2

物 理 学 実 験 ２

安 全 実 験 法

物 理 学 特 別 研 究

物 理 学 セ ミ ナ ー

電 磁 気 学 ２

2

1

2

2

必

修

科

目

2

2

熱 物 理 学

統 計 力 学 ２

物 理 学 実 験 基 礎

物 理 学 実 験 １

選
択
必
修
科
目

数 理 物 理 ３ 2

数 値 計 算 法

物 理 実 験 学 2

相 対 論 2

2

物 性 物 理 学 ２ 2

物 性 物 理 学 ３

2

2

光 物 理 学

連 続 体 力 学 2

物 性 物 理 学 １

2

2

4 原 子 核 物 理 学 １

原 子 核 物 理 学 ２ 2

2

8

8

4

地 球 科 学 概 論

宇 宙 物 理 学 2

質 量 分 析 学

惑 星 科 学 概 論 2
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講

義

演

習

実
験
・
実
習

講

義

演

習

実
験
・
実
習

宇 宙 地 球

フィールドワーク１

宇 宙 地 球

フィールドワーク２

宇 宙 地 球

フィールドワーク３

宇 宙 地 球

フィールドワーク４

物理学科履修方法

1

2

3

4

2

1

1

1

Physics in English

物理オナーセミナー
１

1

物理オナーセミナー
３

1

〔卒業要件〕

2

2

2

数 値 計 算 法 基 礎

情報処理教育科目（ただし，所定の単位を超えて修得した単位），国際交流科目，コミュニ
ケーションデザイン科目，グローバルコラボレーション科目，他学科又は他学部の専門教育
科目，及び大学間相互単位互換協定に基づく他大学の科目から修得した単位は，合わせて10
単位を限度として，専門教育科目の選択科目の単位に算入することができる。
ただし，情報処理教育科目，国際交流科目，コミュニケーションデザイン科目及びグローバ
ルコラボレーション科目は，合わせて２単位を上限とする。

科 学 技 術 論 Ａ

物理オナーセミナー
６

選

択

科

目

1

地 球 惑 星 進 化 学 2

卒業の認定を得るには，履修方法に基づき，全学共通教育科目から54単位以上，専門教育科
目から71単位以上，総計125単位以上を修得しなければならない。

1

1

物理オナーセミナー
５

物理オナーセミナー
２

物理オナーセミナー
４

授 業 科 目

科 学 英 語 基 礎

履
修
区
分

2

理 学 へ の 招 待

単 位 数

備　考

履
修
区
分

授 業 科 目

単 位 数

備　考

科 学 技 術 論 Ｂ

別表１の理学部コア科目のうち，所定の単位を超えて修得した単位は４単位を限度として専
門教育科目の選択科目に算入することができる。

選

択

科

目

1

生 物 物 理 学 概 論

1

1

1

地 球 惑 星 物 質 学 2

専門教育科目の特別科目から修得した単位は，卒業要件の単位には算入しない。

特
別

科
目

リ ス ク 管 理 と
コンプライアンス

2

専門教育科目のうち，必修科目47単位，選択必修科目８単位，選択科目16単位以上，計71単
位以上を修得すること。
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別表2

講

義

演

習

実
験
・
実
習

講

義

演

習

実
験
・
実
習

化 学 入 門

セ ミ ナ ー １

化 学 入 門

セ ミ ナ ー ２

高 分 子 科 学

特 別 研 究

1

1

選

択

科

目

1

2

2

2

2

2

2

2

2

有 機 化 学 ３

有 機 化 学 ４ 2

2

1

有 機 化 学 演 習２

有 機 化 学 演 習１

1

1

2量 子 化 学 ２

2

2

2

2

量 子 化 学 １

物 性 化 学 2

2

2分 子 構 造 論 １

化　　学　　科

履
修
区
分

授 業 科 目

単 位 数

備　考

履
修
区
分

授 業 科 目

単 位 数

備　考

分 析 化 学 ３

無 機 化 学 ２

化 学 熱 力 学 ２

化 学 熱 力 学 ３

無機放射化学特論

統 計 力 学 概 論

分 析 化 学 １ 2

2

高 分 子 科 学 演習

量 子 力 学 演 習

無機放射化学演習

化 学 特 別 研 究

安 全 実 験 法

化 学 特 別 実 験

化 学 実 験 ２

1

化 学 実 験 １

1

2

6

1

有 機 化 学 ２

統 計 熱 力 学 演習

基 礎 化 学 実 験

2

2

10

10

1

6

2

2

化学発展セミナー

分 析 化 学 ２

科
目
Ａ
群

選
択
必
修

必

修

科

目

選
択
必
修
科
目
Ｂ
群

無 機 化 学 １

有 機 化 学 １

化 学 反 応 論 １

高 分 子 科 学

分 子 構 造 論 ２

化 学 反 応 論 ２

化 学 反 応 論 ３

量 子 力 学 概 論

化 学 熱 力 学 １

無 機 化 学 ３

放 射 化 学

2

2

2
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講

義

演

習

実
験
・
実
習

講

義

演

習

実
験
・
実
習

化学科履修方法

1

2

3

4

2

化学オナーセミナー４

特
別

科
目

リ ス ク 管 理 と
コンプライアンス

無 機 工 業 化 学 2

化学プログラミング 2

2

高分子合成化学１ 2

化 学 生 物 学

高分子合成化学２ 2

2

高分子物理化学１ 2

高分子物理化学２ 2

1

科 学 技 術 論 Ａ

科 学 技 術 論 Ｂ

2

2

2

専門教育科目のうち，必修科目33単位，選択必修科目はＡ群の中から10単位，Ｂ群の中から
４単位以上，選択科目28単位以上，計75単位以上を修得すること。

別表１の理学部コア科目のうち，所定の単位を超えて修得した単位は４単位を限度として専
門教育科目の選択科目に算入することができる。

1

1

2

有 機 生 物 化 学

有 機 工 業 化 学

卒業の認定を得るには，履修方法に基づき，全学共通教育科目から54単位以上，専門教育科
目から75単位以上，総計129単位以上を修得しなければならない。

専門教育科目の特別科目から修得した単位は，卒業要件の単位には算入しない。

有 機 金 属 化 学

〔卒業要件〕

選

択

科

目

生 化 学 １ 2

生 化 学 ２

2

有 機 機 器 分 析 2

1

化学オナーセミナー３

科 学 英 語 基 礎

化学への道程と私たち

理 学 へ の 招 待

2

1

単 位 数

化学オナーセミナー２

履
修
区
分

選

択

科

目 化学オナーセミナー１

有 機 化 学 演 習３

2

1

化 学 文 献 調 査

数 値 計 算 法 基礎

1

1

履
修
区
分

授 業 科 目

単 位 数

備　考 備　考授 業 科 目

情報処理教育科目（ただし，所定の単位を超えて修得した単位），国際交流科目，コミュニ
ケーションデザイン科目，グローバルコラボレーション科目，他学科又は他学部の専門教育
科目，及び大学間相互単位互換協定に基づく他大学の科目から修得した単位は，合わせて10
単位を限度として，専門教育科目の選択科目の単位に算入することができる。
ただし，情報処理教育科目，国際交流科目，コミュニケーションデザイン科目及びグローバ
ルコラボレーション科目は，合わせて２単位を上限とする。
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別表2

生物科学コース

講

義

演

習

実
験
・
実
習

講

義

演

習

実
験
・
実
習

生 物 学 野 外 実 習

生物科学の最前線

1

2

生物学特別講義Ａ 1

1生物学特別講義Ｂ

生物学特別講義Ｃ

2

2

生 物 学 臨 海 実 習

1

1

2

2

生命現象の物理Ａ

真 核 生 物 の
分 子 遺 伝 学 Ⅱ

ゲノム分子生物学

系 統 進 化 学

動 物 一 般 生 理 学

神 経 生 理 学

2

選

択

必

修

科

目

構 造 生 物 学

遺 伝 情 報
発 現 の 生 物 学

真 核 生 物 の
分 子 遺 伝 学 Ⅰ

2

1

生 物 情 報 科 学

蛋 白 質 情 報 科 学

感 覚 生 理 学

2

2

2

2

2

1

安 全 実 験 法

生 物 学 特 別 実験 8

6

生 物 化 学 Ａ

6

1

2

2

生 物 学 演 習 Ａ

生　物　科　学　科

履
修
区
分

授 業 科 目

単 位 数

備　考

履
修
区
分

授 業 科 目 備　考

生 物 学 文 献 調査

単 位 数

生 物 学 演 習 Ｃ

2

生 物 学 演 習 Ｂ 1

1

2

生物学特別講義Ｅ

生物学特別講義Ｄ 1

1

生物学特別講義Ｇ

生物学特別講義Ｆ

1

必

修

科

目

生 物 学 演 習 Ｄ

生命現象の物理Ｂ

生 物 化 学 Ｂ

生 物 学 実 験 ２

2

2

2

2

生 物 学 実 験 １

選

択

必

修

科

目

植 物 環 境 生 理学

植 物 生 化 学

発 生 生 物 学 Ａ

2

2

生命システムの数理

2

発 生 生 物 学 Ｂ 2

2

2

植物発生・生理学

蛋 白 質 機 能 学

細 胞 生 物 学 Ｂ

発 生 生 物 学 Ｃ

細 胞 生 物 学 Ａ

1

1
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講

義

演

習

実
験
・
実
習

講

義

演

習

実
験
・
実
習

生物科学コース履修方法

1

2

3

4

5

2生 物 物 理 学 概 論

単 位 数

1

1

備　考

卒業の認定を得るには，履修方法に基づき，全学共通教育科目から54単位以上，専門教育科
目から79単位以上，総計133単位以上を修得しなければならない。

〔卒業要件〕

別表１の理学部コア科目のうち，所定の単位を超えて修得した単位は４単位を限度として専
門教育科目の選択科目に算入することができる。

専門教育科目の特別科目から修得した単位は，卒業要件の単位には算入しない。

専門教育科目のうち，必修科目26単位，選択必修科目42単位，選択科目11単位以上，計79単
位以上を修得すること。

情報処理教育科目（ただし，所定の単位を超えて修得した単位），国際交流科目，コミュニ
ケーションデザイン科目，グローバルコラボレーション科目，他学科又は他学部の専門教育
科目，及び大学間相互単位互換協定に基づく他大学の科目から修得した単位は，合わせて10
単位を限度として，専門教育科目の選択科目の単位に算入することができる。
ただし，情報処理教育科目，国際交流科目，コミュニケーションデザイン科目及びグローバ
ルコラボレーション科目は，合わせて２単位を上限とする。

分 析 化 学 ２

2
リ ス ク 管 理 と
コンプライアンス

2

授 業 科 目

2科 学 技 術 論 Ａ

1

備　考

特
別

科
目

専門教育科目の選択必修科目のうち、所定の単位を超えて修得した単位は、選択科目の単位
に算入することができる。

科 学 技 術 論 Ｂ

履
修
区
分

2

1

1

2

授 業 科 目

履
修
区
分

単 位 数

選
択
科
目

生物科学オナーセミナー２

2

生物科学オナーセミナー４

生物科学オナーセミナー５

生物科学オナーセミナー１

生物科学オナーセミナー６

分 析 化 学 １

生物科学オナーセミナー３

選

択

必

修

科

目

生物学特別講義Ｈ 1

1

分 析 化 学 ３ 2

選

択

科

目

1

1

科 学 英 語 基 礎

理 学 へ の 招 待

数 値 計 算 法 基 礎
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別表2

生命理学コース

講

義

演

習

実
験
・
実
習

講

義

演

習

実
験
・
実
習

遺 伝 情 報 発 現 の

生 物 学

実 験 数 学 １

(コンピュータープログラミング)

幾 何 学 基 礎 １

（位相と微積分）

幾何学基礎１演義

（位相と微積分）

幾 何 学 基 礎 ２

（ 位 相 空 間 論 ）

幾何学基礎２演義

（ 位 相 空 間 論 ）

2数 理 物 理 ２ 演 義

2数 理 物 理 １

数 理 物 理 ２

数 理 物 理 １ 演 義

2

分 析 化 学 １

量 子 力 学 １ 演 義

量 子 力 学 １ 2

2

物 理 学 実 験 基 礎

熱 物 理 学

2

2

2

化 学 熱 力 学 １

有 機 化 学 １

2

6

2

2

6

2

2

2

実 験 数 学 ２

2

2

単 位 数

備　考

2

2

単 位 数

2

2

2

8

2

複 素 関 数 論 演 義

2

力 学 １

力 学 １ 演 義

4

6

4

電 磁 気 学 １

電 磁 気 学 １ 演 義

力 学 ２

力 学 ２ 演 義

2

2

1

6

生　物　科　学　科

履
修
区
分

授 業 科 目

生命現象の物理Ａ

履
修
区
分

授 業 科 目

2

2

2

線 形 代 数 続 論 ２

物 理 学 実 験 １

線 形 代 数 続 論 １

物 理 学 実 験 ２

化 学 実 験 ２

化 学 実 験 １

必

修

科

目

備　考

生 物 化 学 Ａ

安 全 実 験 法

生命理学特別研究

生命理学文献調査

選

択

必

修

科

目

2

選

択

必

修

科

目

生 物 学 実 験 ２

複 素 関 数 論

線形代数続論２演義

生 物 学 実 験 １

線形代数続論１演義

2

2

2

2 量 子 力 学 概 論 2
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講

義

演

習

実
験
・
実
習

講

義

演

習

実
験
・
実
習

選
択

科
目

2

1

2

1

2

選

択

必

修

科

目

2

2

2

1

2

2

2

2

1

2

1

2分 子 構 造 論 １

1

2

2

1

2 2

統 計 力 学 ２

量 子 化 学 １

地 球 惑 星 進 化 学

2

2

2

備　考

基 礎 解 析 続 論

数 値 計 算 法 基 礎

授 業 科 目

1

2

統 計 力 学 １ 演 義

生命システムの数理

無 機 化 学 １

数学への道程と私たち

植物発生・生理学

化 学 生 物 学

高 分 子 科 学

生命理学基礎演習1

生 物 情 報 科 学

生 物 学 演 習 Ｃ

履
修
区
分

授 業 科 目

分 析 化 学 ２

生 物 学 演 習 Ｂ

化 学 反 応 論 １

基 礎 化 学 実 験

生 物 化 学 Ｂ

発 生 生 物 学 Ｂ

2

2

2

有 機 化 学 ２

2

2

質 量 分 析 学

動 物 一 般 生 理 学

生 物 学 演 習 Ｄ

2

細 胞 生 物 学 Ａ

2

蛋 白 質 情 報 科 学

2

生命現象の物理Ｂ

量 子 物 理 学 概 論

電 磁 気 学 ２

1

有 機 化 学 演 習 ３

2

量 子 力 学 ２ 演 義

履
修
区
分

1

基礎解析続論演義

統 計 力 学 １

量 子 力 学 ２

単 位 数

熱 物 理 学 演 義

量 子 力 学 演 習

2

2

2

有 機 化 学 演 習 １

化 学 熱 力 学 ２

有 機 化 学 演 習 ２

生 物 物 理 学 概 論

無 機 化 学 ２

生命理学基礎演習２

単 位 数

備　考

選

択

科

目

2

2
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講

義

演

習

実
験
・
実
習

講

義

演

習

実
験
・
実
習

1

2

2

2

科 学 英 語 基 礎

1

1

1

1

有 機 機 器 分 析

2

2

1

2

2

授 業 科 目

1

2

2

単 位 数

選

択

科

目

2

2

2

2

2

2蛋 白 質 機 能 学

単 位 数

2

2

2

発 生 生 物 学 Ｃ

物理オナーセミナー４

2

2

細 胞 生 物 学 Ｂ

履
修
区
分

発 生 生 物 学 Ａ

系 統 進 化 学

物理オナーセミナー２

履
修
区
分

授 業 科 目

統 計 力 学 概 論

有 機 化 学 ４

生 化 学 ２

有 機 化 学 ３

化 学 反 応 論 ２

高分子合成化学１

放 射 化 学

高分子物理化学２

選

択

科

目

分 析 化 学 ３

量 子 化 学 ２

有 機 生 物 化 学

高 分 子 科 学 演 習

無機放射化学演習

真 核 生 物 の
分 子 遺 伝 学 Ⅰ

物理オナーセミナー１

備　考

神 経 生 理 学

高分子物理化学１

無 機 化 学 ３

分 子 構 造 論 ２

物理オナーセミナー３

植 物 生 化 学

植 物 環 境 生 理 学

生物科学の最前線

科 学 技 術 論 Ａ

理 学 へ の 招 待

統 計 熱 力 学 演 習

1

1

1

1

1

1

2

真 核 生 物 の
分 子 遺 伝 学 Ⅱ

物理オナーセミナー５

物理オナーセミナー６

数学オナーセミナー１

ゲノム分子生物学

2

数学オナーセミナー２

2

2

高分子合成化学２

化 学 特 別 実 験

2

科 学 技 術 論 Ｂ

備　考

感 覚 生 理 学

構 造 生 物 学

2

2

2

2

2

2

2

2
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講

義

演

習

実
験
・
実
習

講

義

演

習

実
験
・
実
習

生命理学コース履修方法

1

2

3

4

5 専門教育科目の特別科目から修得した単位は，卒業要件の単位には算入しない。

化学オナーセミナー４
特
別

科
目

リスク管理と
コンプライアンス

21

1

1

1

単 位 数

授 業 科 目備　考

履
修
区
分

授 業 科 目

単 位 数

1

1

1

数学オナーセミナー３

数学オナーセミナー４

履
修
区
分

備　考

生物科学オナーセミナー４

生物科学オナーセミナー５

生物科学オナーセミナー６

選

択

科

目

卒業の認定を得るには，履修方法に基づき，全学共通教育科目から54単位以上，専門教育科
目から79単位以上，総計133単位以上を修得しなければならない。

専門教育科目のうち，必修科目17単位，選択必修科目36単位，選択科目26単位以上，計79単
位以上を修得すること。

別表１の理学部コア科目のうち，所定の単位を超えて修得した単位は４単位を限度として専
門教育科目の選択科目に算入することができる。

専門教育科目の選択必修科目のうち、所定の単位を超えて修得した単位は、選択科目の単位
に算入することができる。

〔卒業要件〕

情報処理教育科目（ただし，所定の単位を超えて修得した単位），国際交流科目，コミュニ
ケーションデザイン科目，グローバルコラボレーション科目，他学科又は他学部の専門教育
科目，及び大学間相互単位互換協定に基づく他大学の科目から修得した単位は，合わせて10
単位を限度として，専門教育科目の選択科目の単位に算入することができる。
ただし，情報処理教育科目，国際交流科目，コミュニケーションデザイン科目及びグローバ
ルコラボレーション科目は，合わせて２単位を上限とする。

1

生物科学オナーセミナー２

生物科学オナーセミナー３
選

択

科

目

生物科学オナーセミナー１

化学オナーセミナー３

化学オナーセミナー２

化学オナーセミナー１

1

1

1

1
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基礎教養科目

国際教養科目

外国語教育科目

情報処理教育科目

授業科目 単位数 摘要

Introductory Biology 1 2 ◎

Introductory Biology 2 2 ◎
Exercise Session (Introductory 
Biology 1)

2 ※

Exercise Session (Introductory 
Biology 2)

2 ※

Introductory Chemistry 1 2 ◎

Introductory Chemistry 2 2 ◎
Exercise Session (Introductory 
Chemistry 1)

2 ※

Exercise Session (Introductory 
Chemistry 2)

2 ※

Mathematics 1 2 ◎

Mathematics 2 2 ◎

Mathematics 3 2 ※

Exercise Session (Mathematics) 2 ※

Introductory Physics 1 2 ◎

Introductory Physics 2 2 ◎
Introductory Chemistry 
Experiments

1 ◎

Basic Biology Experiments 1 ◎

Basic Physics Experiments 1 ◎

Introductory Statistics 2 ※

別表3
化学科(化学・生物学複合メジャーコース)

生物科学科(化学・生物学複合メジャーコース)

科目区分 履修方法

専
門
教
育
系
科
目

専
門
基
礎
教
育
科
目

必修科目(◎)19単
位、選択必修科目
(※)7単位以上、計
26単位以上を修得す
ること。

共
通
教
育
系
科
目

教
養
教
育
科
目

　基礎教養科目の授業科目の中から12単位を修得すること。なお、専門基
礎教育科目のうち本学部が指定する授業科目及び国際交流科目の授業科目
の中から修得した単位については、基礎教養科目の単位に算入することが
できる。

　国際教養科目の授業科目の中から別に定める履修方法により、8単位を
修得すること。なお、別に定めるところにより、基礎教養科目の授業科目
の中から所定の単位数を超えて修得した単位については、国際教養科目の
単位に算入することができる。

言
語
・
情
報
教
育
科
目

　外国語教育科目の授業科目の中から別に定める履修方法により、6単位
を修得すること。なお、別に定めるところにより、教養教育科目の授業科
目の中から所定の単位数を超えて修得した単位については、外国語教育科
目の単位に算入することができる。

　情報処理教育科目の授業科目の中から2単位を修得すること。

健康・スポーツ教育科目 　健康・スポーツ教育科目の授業科目の中から2単位を修得すること。

－ 141 －



別表4

講
義

演
習

実
験
・
実
習

General Guidelines for Safety in the Laboratory 1

Combined Major Basic Seminar 1 1

Combined Major Basic Seminar 2 1

Marine Biology Field Work 2

Bioinformatics 2

Exercise Session (Bioinformatics) 2

Biochemistry 1 2

Exercise Session (Biochemistry 1) 2

Cell Biology 1 2

Exercise Session (Cell Biology 1) 2

Organic Chemistry 1 2

Exercise Session (Organic Chemistry 1) 2

Physical Chemistry 1 2

Exercise Session (Physical Chemistry 1) 2

Inorganic Chemistry 1 1

Analytical Chemistry 1 1

Exercise Session (Inorganic Chemistry 1) 1

Exercise Session (Analytical Chemistry 1) 1

Undergraduate Research／Individual Study 1 6

Undergraduate Research／Individual Study 2 6

Undergraduate Research／Individual Study 3 6

Advanced Physics 1 2

Advanced Physics 2 2

Molecular Genetics 2

Exercise Session (Molecular Genetics) 2

Biochemistry 2 2

Exercise Session (Biochemistry 2) 2

Cell Biology 2 2

Exercise Session (Cell Biology 2) 2

Organic Chemistry 2 2

Exercise Session (Organic Chemistry 2) 2

Physical Chemistry 2 2

Exercise Session (Physical Chemistry 2) 2

Inorganic Chemistry 2 1
Analytical Chemistry 2 1
Exercise Session (Inorganic Chemistry 2) 1

Exercise Session (Analytical Chemistry 2) 1

Genetic Engineering 2

Exercise Session (Genetic Engineering) 2

Biochemistry 3 2

Exercise Session (Biochemistry 3) 2

Cell Biology 3 2

Exercise Session (Cell Biology 3) 2

Organic Chemistry 3 2

Exercise Session (Organic Chemistry 3) 2

Physical Chemistry 3 2

Exercise Session (Physical Chemistry 3) 2

Inorganic Chemistry 3 1

Analytical Chemistry 3 1

Exercise Session (Inorganic Chemistry 3) 1

Exercise Session (Analytical Chemistry 3) 1

Combined Major Honor Seminar 1 1

Combined Major Honor Seminar 2 1

Combined Major Honor Seminar 3 1

Combined Major Honor Seminar 4 1

Combined Major Honor Seminar 5 1

Combined Major Honor Seminar 6 1
Combined Major Honor Seminar 7 1
Combined Major Honor Seminar 8 1
Chemistry ＆ Biology Experiments 1 3
Chemistry ＆ Biology Experiments 2 3
Literature Searching and Reading 1 1
Literature Searching and Reading 2 1
Literature Searching and Reading 3 1

　卒業の認定を得るには、履修方法に基づき、全学共通教育科目から56単位以上、専門教育科目から79単位以上、総計135単
位以上を修得しなければならない。

選
択
科
目

化学・生物学複合メジャーコース履修方法
1　専門教育科目のうち、必修科目29単位、選択必修科目12単位以上、選択科目38単位以上の計79単位以上を修得すること。
2　別表2の専門教育科目の授業科目から修得した単位は、10単位を限度として、専門教育科目の選択科目の単位に算入することができる。

必
修
科
目

選
択

必
修

科
目

〔卒業要件〕

化学科(化学・生物学複合メジャーコース)

生物科学科(化学・生物学複合メジャーコース)

履
修
区
分

授業科目

単位数

備考
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担 当 教 員 名 簿 
 

職名ごとに 50 音順 

平成 28 年４月現在 ※学科長, (併)併任 

理学部長（併）常 深   博 

教 授 

（平成 27 年８月 26 日～）

助 教 庵 原 隆 雄 

〃 大 野 浩 司 

〃 小 川 裕 之 

〃 神 田   遼 

〃 原   靖 浩 

〃 松 本 佳 彦 

〃 水 谷 治 哉 

 

教 授 有 木   進(情報科学)

〃 宇 野 勝 博(全学教育推進機構) 

〃 小田中 紳 二(サイバーメディア) 

〃 中 西 賢 次(情報科学)

〃 日 比 孝 之(情報科学)

〃 三 町 勝 久(情報科学)

〃 和 田 昌 昭(情報科学)

准教授 茶碗谷   毅(情報科学)

〃 永 友 清 和(情報科学)

〃 降 籏 大 介（サイバーメディア）

〃 村 井   聡(情報科学)

 

数  学  科 

 

教 授 大 鹿 健 一 

〃 片 山 聡一郎 

〃 小 磯 憲 史 

〃 後 藤 竜 司 

〃 ※小 林   治 

〃 今 野 一 宏 

〃 杉 田   洋 

〃 髙 橋 篤 史 

〃 土 居 伸 一 

〃 中 村 博 昭 

〃 林   仲 夫 

〃 藤 野   修 

〃 藤 原 彰 夫 

〃 盛 田 健 彦 

〃 山ノ井 克 俊 

〃 渡 部 隆 夫 

准教授 伊 藤 哲 也 

〃 内 田 素 夫 

〃 榎   一 郎 

〃 大 川 新之介 

〃 落 合   理 

〃 金   英 子 

〃 鈴 木   讓 

〃 砂 川 秀 明 

〃 角   大 輝 

〃 冨 田 直 人 

〃 宮 地 秀 樹 

〃 森 山 知 則 

〃 安 田 正 大 

〃 安 田 健 彦 

講 師 菊 池 和 徳 

 
    

－ 143 －



－144－ 

    

物 理 学 科 

 

（物理学） 

教 授 阿久津 泰 弘 

〃 浅 川 正 之 

〃 大野木 哲 也 

〃 岸 本 忠 史 

〃 久 野 良 孝 

〃 黒 木 和 彦 

〃 小 林 研 介 

〃 下 田   正 

〃 ※田 島 節 子 

〃 野 末 泰 夫 

〃 橋 本 幸 士 

〃 花 咲 徳 亮 

〃 細 谷   裕 

〃 山 中   卓 

准教授 青 木 正 治 

〃 浅 野 建 一 

〃 石 原 盛 男 

〃 尾 田 欣 也 

〃 小田原 厚 子 

〃 酒 井 英 明 

〃 阪 口 篤 志 

〃 佐 藤   透 

〃 南 條   創 

〃 新 見 康 洋 

〃 福 田 光 順 

〃 松 多 健 策 

〃 宮 坂 茂 樹 

〃 山 口   哲 

〃 吉 田   斉 

〃 Keith.M.Slevin 

 

 

 

助 教 荒 川 智 紀 

〃 飯 塚 則 裕 

〃 大 橋 琢 磨 

〃 北 澤 正 清 

〃 坂 本 好 史 

〃 佐 藤   朗 

〃 清 水   俊 

〃 高 見   剛 

〃 田 中   実 

〃 外 川   学 

〃 中 島 正 道 

〃 中 野 岳 仁 

〃 深 谷 英 則 

〃 三 原 基 嗣 

〃 村 川   寛 

 

教 授 豊 田 岐 聡 

助 教 青 木   順 

 

教 授 萩 原 政 幸 

准教授 鳴 海 康 雄 

助 教 木 田 孝 則 

 〃  赤 木   暢 

教 授 疇 地   宏（レーザー研）

〃 菊 池   誠（サイバーメディア）

〃 木 村 真 一（生命機能）

〃 窪 田 高 弘（全学教育推進機構)

〃 杉 山 清 寛（全学教育推進機構)

〃 能 町 正 治（核物理センター）

准教授 堀   一 成（全学教育推進機構)

〃 吉 野   元（サイバーメディア）

〃 渡 辺 純 二（生命機能）

助 教 大 坪 嘉 之（生命機能）

 〃 渡 邊   浩（生命機能）

〃 菅 谷 頼 仁（核物理センター）

〃 竹 内 徹 也（低温センター）

 

同上 

理学研究科附属先端 
強磁場科学研究センター

同上 

同上 

同上 

理学研究科附属基礎理学
プロジェクト研究センター
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(宇宙地球科学) 

教 授  川 村   光 

〃 近 藤   忠 

〃 佐々木   晶 

〃  芝 井   広 

〃 常 深   博 

〃 寺 田 健太郎 

〃 中 嶋   悟 

〃 長 峯 健太郎 

准教授 植 田 千 秋 

〃 大 高   理 

〃 佐 伯 和 人 

〃 住   貴 宏 

〃 谷 口 年 史 

〃 寺 崎 英 紀 

〃 林 田   清 

〃 久 冨   修 

〃 廣 野 哲 朗 

〃 藤 田   裕 

〃 山 中 千 博 

〃 湯 川   諭 

助 教 青 山 和 司 

〃 桂     誠 

〃 河 井 洋 輔 

〃 境 家 達 弘 

〃 谷   篤 史 

〃 富 田 賢 吾 

〃 中 嶋   大 

〃 橋 爪   光 

〃 松 尾 太 郎 

〃 薮 田 ひかる 

 

 

 

化  学  科 
 

(化  学) 

教 授 石 川 直 人 

〃 小 川 琢 治 

〃 奥 村 光 隆 

〃 岡 田 美智雄 

〃 梶 原 康 宏 

〃 久 保 孝 史 

〃 今 野   巧 

〃 篠 原   厚 

〃 塚 原   聡 

〃 中 澤 康 浩 

〃 深 瀬 浩 一 

〃 舩 橋 靖 博 

〃 松 本 卓 也 

〃  水 谷 泰 久 

〃 宗 像 利 明 

〃 村 田 道 雄 

准教授 圷   広 樹 

〃 和 泉 雅 之 

 〃 大 山   浩 

〃 樺  山 一 哉 

〃 加 藤 浩 之 

〃 福 田 貴 光 

〃 山 中 秀 介 

講 師 石 川 春 人 

〃 笠 松 良 崇 

〃 蔡   徳 七 

〃 野 尻 正 樹 

〃 花 島 慎 弥 

〃 山 下 健 一 

助 教 梅 川 雄 一 

〃 大 塚 洋 一 

〃 岡 本   亮 

〃 川 上 貴 資 

〃 桒 村 直 人 

〃 下 山 敦 史 

〃 諏 訪 雅 頼 

〃 谷   洋 介 

〃 土 川 博 史 

〃 西 内 智 彦 

〃 二 宮 和 彦 
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助 教 畑 中   翼 

〃 平 尾 泰 一 

〃 福 本 敬 夫 

〃 冬 広   明 

〃 真 鍋 良 幸 

〃 水 野   操 

〃 山 下 智 史 

〃 山 田 剛 司 

〃 山 本 茂 樹 

〃 吉 成 信 人 

 

教 授 中 野 元 裕 

准教授 宮 崎 裕 司 

講 師 長 野 八 久 

助 教 高 城 大 輔 

 

教 授 上 田 貴 洋（博物館）

〃 加 藤 修 雄（産 研）

〃 小 林   光（産 研）

〃 笹 井 宏 明（産 研）

〃 高 尾 敏 文（蛋白研）

〃 谷 口 正 輝（産 研）

〃 中 谷 和 彦（産 研）

〃 中 村 春 木（蛋白研）

〃 藤 原 敏 道（蛋白研）

〃 北 條 裕 信（蛋白研）

〃 山 口 和 也（全学教育推進機構）

〃 吉 村   崇（RI センター）

准教授 豊 田 二 郎（博物館）

〃 宮久保 圭 祐（博物館）

 

教 授 今 中 信 人（工学部）

〃 神 戸 宣 明（工学部）

〃 桑 畑   進（工学部）

〃 安 田   誠（工学部）

 

(高分子科学) 

教 授 ※青 島 貞 人 

〃 井 上 正 志 

〃 今 田 勝 巳 

〃 鬼 塚 清 孝 

〃 佐 藤 尚 弘 

〃 橋 爪 章 仁 

〃 山 口 浩 靖 

准教授 岡 村 高 明 

〃 金 子 文 俊 

講 師 浦 川   理 

〃 寺 尾   憲 

助 教 片 島 拓 弥 

〃 金 澤 有 紘 

〃 川 口 辰 也 

〃 神 林 直 哉 

〃 高 島 義 徳 

 

教 授 栗 栖 源 嗣(蛋白研) 

 〃 後 藤 祐 児(蛋白研) 

〃 中 川 敦 史(蛋白研) 

〃 山 本   仁(安全衛生管理部)

 

 

      

理学研究科附属 
構造熱科学研究センター
理学研究科附属 
構造熱科学研究センター
理学研究科附属 
構造熱科学研究センター

理学研究科附属 
構造熱科学研究センター
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生 物 科 学 科 

 

教 授 柿 本 辰 男 

〃 昆   隆 英 

〃 志 賀 向 子 

〃 髙 木 慎 吾 

〃 滝 澤 温 彦 

〃 ※西 田 宏 記 

〃 升 方 久 夫 

〃 松 野 健 治 

准教授 荒 田 敏 昭 

〃 今 井   薫 

〃 大 岡 宏 造 

〃 木 村 幸太郎 

〃 久保田 弓 子 

〃 中 川 拓 郎 

〃 藤 本 仰 一 

〃 古 屋 秀 隆 

講 師 伊 藤 一 男 

助 教 浅 田 哲 弘 

〃 稲 木 美紀子 

〃 小 沼   健 

〃 笹 村 剛 司 

〃 高 田   忍 

〃 高 橋 達 郎 

〃 田 中 博 和 

〃 三 村   覚 

〃 山 川  智 子 

〃 山 本  遼 介 

 

教 授 上 田 昌 宏（生命機能）

〃  岡 田 雅 人（微研） 

〃 小 倉 明 彦（生命機能）

〃 篠 原   彰（蛋白研）

〃 中 村 春 木（蛋白研）

〃 古 川 貴 久（蛋白研）

〃 三 木 裕 明（微研） 

 

 

 

准教授 大 森 義 裕（蛋白研）

 〃 加 納 純 子（蛋白研）

〃 金 城   玲（蛋白研）

〃 篠 原 美 紀（蛋白研）

〃 清 水 喜久雄（RI センター）

〃 橘 木 修 志（生命機能）

〃 冨永（吉野）恵子（生命機能）

〃 名 田 茂 之（微研） 

〃 三 間 穣 治（蛋白研）

〃 HENRICH Thorsten 

助 教 梶 原 健太郎（微研） 

〃 船 戸 洋 佑（微研） 

〃 宮 永  之 寛（生命機能）

〃 山 崎 大 輔（微研） 

 

非常勤講師 

  厚 井   聡（大阪市立大学） 

 岡 田   博（大阪市立大学） 

 藤
とう

   博 幸（関西学院大学） 

 鈴 木 誉 保（農業生物資源研究所）

 寺 島 一 郎（東京大学） 

      

インターナショナル
カレッジ 

－ 147 －



－148－ 

理学研究科・理学部 建物配置図 
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講 義 室 等 案 内 図 
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